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第一章 緒 論

R.Kochガ 結 核菌拉 二其 ノ培養濾液 タル「ツベ

ルク リン」ヲ護 見、 創製 セ シヨ リ既 二幾 多 ノ方

面 二於 テ之等 二關 スル詳細 ナル研究 ガ登表 セラ

レ、 「ツベル ク リン」中 ノ活姓因子 二關 シテモ漸

次閲明 ノ域 二達 シツ ・ア リ、

抑 び ツベル ク リン」中 ノ活性因子 ガ蛋 白或 ハ夫

二近 キ吻質 ナ ラン事 ハ既 二R ・Koch{1}(2)ノ 提

唱 セシ所 ニ シテ、氏ハ「ヅベル グリシJ活 性因 子

ヲ純梓 二得 ン トシテ「アル コール」或 ハ翠 寧酸 ヲ

使用 セ シモ、・薔「ツ・きル クリン」中ニハ當初 ヨ ゾ

培地 二由來 セル幾 多 ノ蛋 白髄 ヲ含 有 シ其 ノ純粋

ナル分離 ハ至難 ナ リキe然 ルニB.Proskauer

u.M。Beck{`s}二 依 リ無蛋 白培地 二於 ケル結核

菌 ノ登育 ガ 報告 セラレ、 更 二Uschi塾sky(4},

Fr乞nkel(5),G.ぬockmann⑥,E.Long(7},

Sullivan(8),B。Sauton(9},0.Kirchner{10),

M.Dorset働 等 二依 リ幾多 ノ合成培地 ガ相次

デ公ニサ レ、之等合成培地 ヨ リ得 タル所謂無蛋

白院ツベル クリン」ガ盛 二使 用サル ・二及 ピテ、

「ツベ ルク リンJノ生物化學 的研究 二長足 ノ進歩

ヲ見 ルニ至 レリ。

而 シテ菌艦 浸出液 ヨリ或 ハ又培養濾液 ヨ リ活性

蜜白ヲ得 ントシテ幾多 ノ方法ガ研究 サ レタ ル

モ 、 就 中 「ツ ベ ル ク リ ンJ活 性 因 子 ヲ化 學 的 操 作

二 依 リ テ 分 劃 セ ン5企 テJ .H.MUIler〈i2},L.

Dienesn.E.W.Sch6nheit㈹,F.Seibert

u.E.Long〈i4)加 納 及 ビ飯=塚(15)等 ・・直 接 培 養 濾

液 二酷 酸 ヲ加 へ・、F.Seibertu.E.Long(i6),

R.Henley,M.Dorsetu.H.Moskey'i7)等 ハ

硫 酸 安 門 ヲ用 ヒ、 石 田 蝉 警)ハ三 盤 化 酷 酸 ヲ用 ピ

夫 々 活 性 蛋 白 ヲ 沈 澱 セ シ メ得 タ ル モ、 以 下R

Seibert一 ア派(20)(21x22x23)ノ研 究 ハ 最 モ注 目 二 値 ス

ル モ ノ ナ リ ト ス.即 チ 彼 女 等 ハ 酷 酸 ト硫 酸 安 門

ヲ 用 ヒ テ 「ツベ ル ク リ ン」水 溶 性 蛋 白 ヲ結 晶 罷 ト

シ テ得 、 更r又 三 盤 化 酷 酸 沈 澱 法 拉 二 限 外 濾 過

聾法 二 依 リ主 ト シ デ皮 膚 反 磨 ヲ呈 シ作 用 能 カ ノー

き

定 セ ル 「ツ ベ ル ク ロ、 プ ロ テ イ ンJヲ 分 離 シ、 所

謂P.P.D.ナ ル 粉 末 ヲ製 ス ル ニ 至vリ 。A.
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,BoquetetG.Sandor(24>、 宮 島(z5)等 ハ 燐 「ウ オ

ル フ ラ ム 」酸 沈 澱 法 二 依 リ、H.Zinsseru・F.

H.Mtillerf26).H.Schuberth⑳ 等 ハ 輩 寧 酸 沈 澱

法 二 依 リ比 較 的 純 梓 ナ ル 「ヅ ベ ル ク リ ンJヲ 精 製藩

セ リ。

他面 「ヅベル ク リン」作 用 ノ 多元性 ナルハM・

Dorset,R.Henleyu.H.Moskey・171等 二依 リ

提 唱 サ レシ所 ニ シテ、 「ツベル クリンJヲ 透析 二

附 シ透 析性部分 ト非透析性部分 二分 ヅへ 前者

う、皮膚反鷹 ヲ呈 セザルモ 致死反鷹 ハ極 メテ強

ク、後 者ハ皮膚反鷹、致 死反鷹共 二呈 スル事 ヲ

報告 セリ㌔ 之 ノ事實 ハ更 二E。Masehmann
ね

u.E.Kifsterr28);29)二 依 リテ確認 セラv、 氏等 ハ

「カオ リン」吸著法二依 リ雨物質 ヲ分離 スルニ至

レナ。 吾 ガ國 二於 テハ糟谷3織 ハ聚落解離 ノ概

念 ヨ リ「ツベル クリン」ヲニ劃分 二分 チ之 ヲ α物

質拉 二β物 質 ト呼 ビ、戸田及 ビ村 田323踏)ハ 「カ

オ リンJ吸 著法 二佐 リ氏等 ノ所謂PP.S.KPoly●

peptid性1、N.P.S.(Nucleoproteid性)、P。

S.S.(Polysaccharid性1ナ ル三劃分 ヲ得、夫 々

二就 キ其 ノ性質 ヲ明 カニセ リ.又 最 近桑 島闘 ハ

三盟化酷酸拉 二燐 「ウオル フラム」酸 ヲ用 ヒ掲 自

ノ方法 ヲ以 テ皮膚物質 ト致 死物 質 ヲ分離 セ リ。

其 ノ他 「ヅベル リリンJ活性 因子 二關 スル業績 二
　

就 キ テハ枚墾 二邊 ナキ状態 ナ リ ト錐、其 ノ活性
ヤ

因子ハ比較的分子量 ノ小ナル含窒素性物質 ガ主 ら

盟 ナル〈ごク、而 シテ其 ノ作用ハ多売性ニ シテ少

ク共皮膚物質蛇二致死物質 ノ存在スルハ現在最
曳

早疑 ヲ容 レザノk所ナ リ。

翻 リテ結核菌 ト「ヅベル ク リン」ト、ノ閣係 ヲ見 ル

ニ之 ノ爾者ハ直接不可分 ノ關係 ニア リ、結核菌

ノ獲育 スル所必 ズ其 ノ毒素 タル「ツベ ル クリン」

ノ産生 ヲ俘 フモ ノニ シテ生禮 内 二於 テモ亦然 リ

ト思考 ス。 而 シ≠生膿 内 二於 テ産 生 サ レ タル

「ツベル クリ ン」タルヤ酵素 ノ作用 二依 リ分解塵
き

理 サ レツ ・アルハ 自明 ノ理 ナル モ、斯 ノ如 キ問

題 二向 ヒテハ文 献上参考 トナル浸キ モノ少 キ ヲ

i逡憾 トス。
お

諸解 白分解酵素 ノ「ツベル列 つ 二封 スノレ影

蟻

舞

・艶

響 二就 キ テ ハ 既 二 屡 く論 ゼ ラvシ 所 ニ シ テ、B.

M611eru・W・Heinemann(96)ハ 「ツベ ル ク リ ン」

畿作 用 力 ハ 「ペ プ シ ン」拉 二 「ト リ プ シ ン」作 用 二 依 、

リ強 度 二 障 碍 ・サ ル ト述 べ 、E.R.Baldwinu。

P、A.Levene㈹ ハ 「ト リ プ シ ン」二 依 リ「ツ ベ～ヤ

ク リ ン」作 用 カ バ 破 壌 サ ル ・ モ 「ペ プ シ ン」 二依

リ テ ハ 輩 二 滅 弱 サ ル ・二 過 ギ ズ ト報 告 セ リ。哲

T.Pfeifferu.Leyacker(38)ハ 「ペ プ シ ンJrト リ

プ シ ン」爾 者 共 二 「ツ ベ ル ク リ ンJ作 用 カ ヲ破 壊 、

ス ト述 べ、更 二 同 様 ノ事 實 ハD.DanielopQlu(sg)

其 ノ他 多 撒 諸 家(4麟 綱 二 依 リ テ 報 告 セ ラ レ タ

リ。L.1・ δwensteinu.E。P.Pick㈹ ハ 無 蛋 白

「ツベ ル ク リ ンJ中 活 性 因 子 ハ 「ペ プ シ ン」酸 性
、

「ト リ プ シ ン」「ア ル カ リj性 ノ 下 二 於 テ 完 全 二破

壌 サ レ皮 内 反 鷹 カ ノ漕 失 ヲ來 ス事 ヲ認 メ、F.

H.M廿11erl12),H.Zinsser251,F.Seibert("),S.

Fichera(4s}等 モ 奮rツ ベ ル ク リ ン」二就 キ略 燗

檬 ノ事 實 ヲ確 認 セ リ。E.Maschmann㈹ ハ 皮 膚

物 質 ハ 「ト リ プ シ ン」「パ ・瓢 ン」ノ作 用 二 依 リ其

ノ作用 ヲ失 フモ「カテプシ ン」二依 リテハ影響 サ

レズ、致死物 質ハザトリプ シン」拉 二「パパイン」

ノ作 用 ヲ蒙 ラズ ト報告 セ リ。

醤 ガ國二於 テモ加納及 暫 塀15㍉富島(47惇 見㈹

等 二依 リ、 「ペ プシ況1「トリプシン」等 ノ作用 『・

依 リ「ツベル クリン」作 用力 ノ減弱 乃至清朱 ヲ來

ス事實 ハ報告 セ ラレ、 又糟谷 鋤ハ氏 ノ所謂 α物
夕

質 ハ「トリプ シン」作用 ヲ蒙 ラザル モβ物質ハ其

ノ生物學的作用 ノ著 シキ減弱 ヲ來 ス ト述 べ、戸
ボ

田 及 ビ村 田132糊 ハ 薔 「ツ 〈ごル ク リ ン」拉 二 氏 等 ノ』

得 タ ルN.P・S・,P・P.S.,P.S.S.三 劃 分 中 「ト リ
メ

プシ ン」作用 二依 リP.P.S.ハ 著 シク皮内反慮

カ ノ減錫 ヲ示 スモ、薔 「ツベ ル クリン」拉 二他 ノ

ニ劃分 二就 キテハ何 レモ著 シキ影響ハ認 メラレ

ズ ト報告 セ リ。 又P.Kimme蹴ie1㈹ 、 櫃 田㈹
懸 塾

等 ハ諸種細菌 ノ作用 二依 リ奮 「ツ〈ごル ク リン」中

活性因子 ノ分解 サル ・ヲ動物實験 ヲ以 テ確認 セ

リ。然 リ ト難i何 レモ 未 ダ生艘 内二 於 ケル「ツベ

ル クリン」ノ分解機轄 二開 シテハ論及 ヲ見 ズ。

弦 二於 テ余 ハ生燈 内二於 ケル「ツベル クリン」ノ

晦

擁

覧
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酵素二依 ル分解機轄 ノー端 ヲ知 ラン ト欲 シ、先

ヅ緕歌菌 ノ作用 二依 リ「ツベ ル クリンJガ 如何 ナ

ル璽化 ヲ受 クルモ ノナ リヤ ヲ研究 セ ン ト企 テタ

リ。而 シテ偶 ζ所長岩鶴博士 ガ大阪細菌研究所

ノ製造 ニカ ・ル蕾 「ツベル クリン」ヲ稀繹 シ室温

二放置 セシ所、撒 日後其 ノ表面 二統歌菌 ノ號育

セルヲ認 メ、更 二之 ヲ 葡萄糖加稀繹落 「ッベル

クリン」液 二移殖 セシ所極 メテ良 ク獲育 セシヲ

/第 二章

以 テ、斯 クシテ得 タル統歌菌 ヲ菌種 トシ、其 ノ

移殖 前後 二於 ケル蕾 「ツベ ルク リン」中含窒素 性

物質 ノ攣化 ヲ研究 スル事 トセリ。而 シテ斯 ノ如

キ璽化 ヲA.BoquetetG.Sandorl24>ノ 原 法一=

從 ヒ燐 「ウオノヒフラム」酸 二依 ル沈澱量 ノ攣 化 ト

シテ測定 シ、些 力得 ル所 ア リタルヲ以 テ其 ノ成

績 ノー部 ヲ弦 二報告 セ ントス登

糸 状 菌 移 殖 實 験

第 一 節 實 験 方 法 拉 二實 瞼 材 料

上述 ノ如 クニ シテ得 タル練歌菌ヲ 菌種 トシテ保 室温 二放置 シ、其 ノ移 殖前後 二於 テー定間隔 ノ

存 シ、其 ノ指頭大 ノ小塊撒片 ヲー定度 二稀繹 セ 下 二薔「ツ・くル クリン」中含窒素性物質 ノ攣化 ヲ

ル葡萄糖 加奮「ツベル クリン」液 傳 染病研究所 検査 セリ。即 チ移殖 直前拉 二数 週後 二於 テ綿 伏

拉 二大阪細 菌研究所製 品)二 移 殖 スルニ 極 メテ 菌培養液 ノ濾液2QCヲ 取 リ、之 二5%燐 「ウオ

良 ク登育 シ、且其 ノ際統歌菌嚢育 ノ最適温度ハ ル フラム」酸溶液2◎ 縦ヲ作用 セシメテ生 ズル沈

囁氏30度 前後 ニ シテ、 移殖後敷 日 ニ シテ其 ノ 澱 ヲ濾過、 敷同水洗後、乾燥秤量 シ其 ノ含窒素

緕状菌培養液 ノ表面 全般 二亙 リ厚 キ被膜 ノ形成,性 物質総量 ノ攣化 ヲ測 定 セ リ。

サル ・ヲ認 メタ リ。 實験 二際 シテハ薔 「ツベル 更 二計算 ヲ簡便 ナラシムル爲10倍 稀繹液、即チ

クリン」1.5c,c.ヲ蒸 溜水18。5c.c.ヲ 以 テ稀繹、即 菖 「ツベル クリン32c.cヲ 蒸 溜水d8c.c・ ヲ以 テ稀

チ約13,3倍 稀 繹 トナ シ其 ノ4X量20c.c.ヲ 容 量 繹、 其 ノ全量20c£ 二封 シ葡萄糖29ヲ 溶解 セ

100c,c,/「エ レンマ イヤー、 コルベ ンJ二 容 レ29シ メ タル モノニ就 キ同様 ノ實験 ヲ反復 セシ所共

ノ葡萄糖 ヲ溶解 セ シメタル後 、指 頭大 ノ統歌菌 二以下 ノ如 キ成績 ヲ得 タ リ。

塊撒片 ヲ移殖、綿栓 ヲ密 二施 シ、 囁氏30度 ノ 喩

第 二 節 實 験 成 績

第1表 糸状菌二依ル燐「ウtノレフラムj酸沈澱 第2表 糸状菌二依ル燐「ウゆルフラム」酸沈澱量 ノ攣化
量 ノ墾牝(培 養濾夜2α9+5%燐 「ウtrv

プ ラム」酸溶液2aa)/ao4音i$fX v

螺 建糖 燐励 ブ量醐 量 幽…棚 鰍
別陵1醸 培劃2週 後陣 卸 週後 沈

113・3培i漆 十28{22 20 13

傳1ガ 柵31}17 11 9

、

研

製
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鰍 噛 移殖後其 ノ襲育駅態 ヲ観察 スルニ嚢育良

好 ナル モ ノ程被 膜 ノ形成遽 ニ シテ、本實験 二於

テハ13.3倍 蚊 二10倍 稀 程液共 二 邊 ク共10日

以 内 二斯 ノ如 キ緕状菌被膜 ノ全液面 二形成 サ レ

タルモ ノニ就 キ検査 セ リ。

余 ノ實験成 績 ヲ簡潔 二示 サ ンガ爲之 ヲ表示 ス レ

バ第1拉 二第2表 ノ如 シ。

勘 チ締歌菌移殖後 時 日 ノ経過 ト共 二 薔 「ツベ ル

ク リン」中含窒素性物質縮量 ノ滅少 ヲ來 スモ ノ

第 三 章

稀 程奮 「ツベル クリン」液 ヲ完全滅菌 ノ下 二室温

或 ハ氷室内 二数年 間保存 スルモ、其 ノ皮 内反鷹

カ ニ著 シキ攣化 ヲ來 サ ・"ル事實 ハ甑 二多撒諸家

二依 リテ屡 ζ報告 セラ レ、吾 ガ國 二於 テモ橋本

(51)、 水 口(52、岡㈹、相澤岡 等 二依 リ確認 セラ レ

タル所 ナル モ、余 モ亦懸状菌 移殖實瞼 ノ封 照 ト

シテ次 ノ如 キ試験 ヲ施行 セリ。,

帥 チ10倍 稀 繹藷「ツベル クリンJ液(簿 研製)

20c.a二 封 シ葡萄糖29ノ 割合 二溶 解 セル モノヲ

完全滅菌 ノ下 二「コルベ ンJ内 二保 存、囁氏30度

ノ室温 二放置 シ、一定間隔 ノ下 二其 ノ2caヲ 取

リ之 二5%燐 「ウtル フラム」酸溶液2c£ ヲ加 ヘ

テ生 ズル沈澱ラ濾過、歎 同水 洗後、乾燥秤量 シ

奮 「ツベル クリン」中含窒素性物質 ノ増滅 ノ状態

ヲ検査 セリ。

`第 四章

締歌菌移殖 二依 り薔「ツパ ル クリン」中含窒素性

物質 ノ分解 ヲ來 ス事實 ヲ確認 シ得 タル ヲ以 テ、

果 シテ其 ノ結 果「ツt":jpttクリ ンj作 用 ノ減弱乃至

泊失 ヲ來 タルヤ否 ヤ ヲ検 スル目的 ヲ以 テ以下 ノ

如 キ動物試験 ヲ施 行 セ リ。

郎 チ葡萄糖 加13・3倍 稀澤藷 「ツベル クリン」液

傭 研製)二 綜状菌 ヲ移殖、約5週 後 二於 テ其 ノ

上澄液 ヲ以 テ結核海猿 二封 スル皮膚拉 二致死反

磨 ノ如何 ヲ検 セリ。而 シテ他方封照液 トシテ葡

萄糖加13.3倍 稀 葎蕾 「ツベル クリンJ液(傳 研

製)ノ 稀繹直後 ノモ ノヲ使 用 セ リ。 弦 二本試験

轟使用 セシ結核海猿 ハ縮 テ竹尾結核研究所保存

ニ シテ、13・3倍 稀繹液 二於 テハ 綜歌菌移植前

沈澱量24乃 奪31mgナ リシモ ノガ移殖2週 後

二於 テ1乃 至15mgノ 滅 少、4週 後 二於 テ11

乃 至22mgノ 減 少 ヲ來 スヲ認 メタ リ。 同様 二10

倍 稀程液 二就 キ テ モ 移殖 前沈澱量33乃 至40

mgナ リ シモ ノガ2週 後 二於 テ24乃 至30mgノ

減 少、4麹 後 二於 テ29乃 至33mgノ 滅少 ヲ示

セ リ。且其 ノ練状菌培養液 ノ糖反鷹 ハ何vモ4

週 後 二於 テ完全 二清失 セルヲ認 メタリ,

封照試験
、

第3表 封照試験成籍

(10.0倍 稀繹 碑 ザヅ ベル ク リソ」液2。Oqq十5%燐(ウtルフ ラ ム)酸溶 液2.Oqq)

製i稀
葎

品1度
一r-_一 … 一

}一

礫醐

燐 「ウ津ル フ ラ ム」酸 沈 澱 壷

一m豊 ～
2醐4鰍

傳

研

製

10.0倍}35 135

,,135 38
F

・・132 34

,「32 37

"}36 39
'

,,}36 37・
7

第3表 二示 セルガ如 ク最初 ノ沈 澱量32乃 至36

mg二 謝 シ2週 後 二於 テ0乃 至3mgノ 壇加、4

週 後 二於 テ1乃 至5mgノ 」曾加 ヲ認 メタルモ ノ
ヘ

アル モ滅少 ヲ示 セシモノー例 モナク余 ノ成績ハ

亦諸 家 ノ報告 ニー致 セル モ ノナリ。

動物試験
ノ上池菌』ソs、Mg皮 下 注射 ヲ以 テ感染、27日 ヲ1

経 過 セシモ ノナリ。

第4表 皮内即 獄 験成績N

霧塵響饗 講 接響
420420

320320

460

封 照 液・・t・葡萄糖加13.3倍 稀樺溶液

培養上澄液・… 同上稀糧、糸状菌5週 間培養

後 ノ上澄液

皮膚 反磨 二於 テハ繍 伏菌培養上澄液蛇 二封照液

共 二各結核 海猿 二就 キ其 ノ1.33ca(郎 チ其 ノ含
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有藷「ツベ ル クリン」原液量 ハO.1c・c・二相當 ス,)

宛 ヲ腹壁皮 内ニ ケ所 二注射 シ48時 間後 二 於 ケ

ル反磨状態 ヲ比較 セリ。致死反鷹 二於 テハ結核

梅 猿 ヲ2群 二分 チ、一 ハ統状菌培養上澄液 ヲー

ハ封照液 ヲ、 各其 ノ含 有薔 「ツベ ル クリン」原液

量 ガ0.15乃 至0.5c・c・二 相當 スル割合 ヲ以 テ腹

腔内二注射 シ24時 間以 内 二艶死 セル モ ノ・有

無 ヲ検 セリ。

以上 ノ成績 ヲ第4蛇 二第5表 ヲ以 テ示 サ ンニ、

第4表 二於 テ繍 伏菌培養液 ハ封照液 二比 シ獲赤

極 メテ少 ニ シテ皮膚反鷹 力著 シク滅 弱 セルヲ認

メ得ベ シ。更 二第5表 二於 テ封 照液注 射群 中其

ノ含有薔 「ツベル クリンJ原 液量O・3、0・4拉 二

〇t45c.a二相 當 セル モノ3頭 ノ艶死 ヲ認 メタルニ、

聯歌菌培養液注射群 中ニハ蜷死 セシモ ノ無 ク致

死反慮力 ノ滅弱乃至清失 ヲ來 セル ヲ認 メ得b
ノ

。

第五 章

締歌菌 ノ作用二依 リ時 日ノ経過 ト共二薔 「ツベ

ルクリン」中含窒素性物質 ノ分解 ヲ來 シ、從 ツテ

其ノ燐 「ウォルフラムJ酸 二依ル沈澱量 ノ減少 ヲ

來ス事實、拉二斯 ノ如 キ沈澱量 ノ滅少ハ 「ツベ

ノレクリンJ作用jlhノ滅弱 ヲ示スモノナル事 ヲ動

物試験 ヲ以テ確認 セリ。

撫 書「ヅベルクリン沖 含窒素性物質 タルヤ純

梓ナル結核菌毒素二非 ズシテ、培地拉二結核菌

燈夫自身二由來セル幾多 ノ爽雑物 ヲ含有 セルモ

ノナルハ論及 ノ絵地無キ所 ナルモ、弦 二生髄内

二於ケル結核菌毒素 ノ産生二就 キテ推察 センニ

亦必ズシモ軍 リ純梓二産生セ～ル・モノニ非 ズ

第5表 致死反磨試験成績

・里
、420一互i_…

27繭,,1

26420

:麟難最羅,嚢 誰懸
43011.990。15

封L挺L塑 ⊥L塾2・6610・21 一

照

液 死

注・旦 遡 ⊥ 遡i4・65璽 一 _

.橡ll曙i器讐1

鋤 墨±幽墨1樵;
381360395{6.650.5'

死

}死

「 亘i亜 …=璽 誘 …・,151

塑蕃1端÷鑑饗 器
澄 可 隔覇 一7「 齋3.99-on.,1一

整更 厘 耳 亟65…351
射 ・37}400,,4205.32iO.4

群 「te…-liEt5・劃7「i碗5 .99"1・ 。45

40…320,,i3206t650.5

考 察

シテ組織破壊産物 蛇 二結核菌髄等 二由來 セル幾 .

多 ノ爽雑物 ヲ俘 フモ ノ ト思考 サル。 而 ジ テ奮

「ツベル クリ ン」ガ斯 ノ如 キ生膿 内結核菌毒素 二

近似 ノモ ノナ リヤ否 ヤハ今後 ノ研究 二屡 スベキ

モ、他 ノ精製 「ツベル ク リン」二比 シ生物學的 自

然 ノ歌態 ニ ヨ リ近 キ モノナ ラン ト推 察 ス。弦 二

於 テ余 ノ繍 伏菌 二依ル 分解實験 ハ薔 「ツベ ル ク

リン」中含窒素性物質全罷 トシテ 取 リ扱 ヒタル

貼 二於 テ興 味 ア リト信 ズルモ ノナ リ。

而 シテ斯 ノ如 キ複雑 多岐 ナル物質 ノ分解 二關與

セル統状菌中 ノ酵素 タル ヤー 二止 ラザルハ勿論

ナルモ、之 ノ黙 二閣 シテハ迫 テ報告 セ ントス。

第六章 結 論

(1)縣 状菌 ノ作用 弄依 リ時日ノ経過 ト共 二薔

∫ツベルクリン」中含窒素性物質ハ分解セラレ、

從ツテ其 ノ燐 「外 ノワ ラム」酸二依ル沈澱量 ノ

減少 ヲ來洛。而 シテー般二繍 伏菌 ノ嚢育良好ナ

ルモノ帥チ被膜 ノ形成迅速 ナルモノ程分解速ナ

リ。
一く2)完全滅菌 ノ下二繍 伏菌培養液 ト筒一條件下

二放置 セル封 照液 二於 テハ斯 ノ如 キ 燐 「ウ。ル

フラム」酸 二依 ル沈澱量 ノ攣化ハ 極 メテ僅微 ナ

ルカ或 ハ不憂 ナ リ。

(3)繍 伏菌 ノ作 用二依 リ燐 「ウ,ル フラム」酸 二

依 ル沈 澱性 ノ清 失 セル モ ノニ就 キテハ結核海猿

二i封シ「ヅベル クリン」作 用力(皮 膚拉 二致死反

鷹力〉ノ著 シキ減弱 ヲ認 ム。
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傷痩軍人大阪療養所(所長 醤學博士 卿岩鶴龍三)

騨 襲士 船 富 光 欝

(本論丈 ノ要旨・・昭和17年1月20日 大阪馨學會例會二於テ報告セ リ。)
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第 一 章 緒

「ツベルク リン」二關 スル幾多研究 ノ進歩 二俘 ヒ

ゾ な

其ノ本態二關 シテモ漸次閾明ニセラレ、「ツベル

クリン」中活性因子タルヤ 含窒素性物質 ガ主盟
ざ

ナル ベ ク、且其 ノ作用 ハ必 ズ シモ輩一 ナルモ ノ

ニ非ズ シテ多元的 ナル事既 二諸家 ノ齊 シク認 ム

ル所 ナ リ。

抑 く「ツベ ルク リン」作用 ノ多元性 ナルハM.

Dorset,R.Henleyu.H.Moskey{9等 ノ注 目

セシ所 ニ シテ、氏等 ハ薔 「ツベ ルク リン」ノ致 死

作用拉二壕膚反慮 ノ必 ズシモー致 セザルニ鐸

ミ、「ツベ ル クリン」中之等爾作用 二關與 セル物

質ハ相 異ル モ ノナラ ント提唱 セ リ。 而 シテ 「ツ

ベルク リン」ヲ透析 二 附 シ透析性部分 ト非透析

性部分 二分 ツニ、前者 ハ結核動物 二封 シ皮膚反

鷹 ヲ呈 セザル モ致死作用 ハ極 メテ強 ク、後者 ハ

皮膚反鷹、致死作用共 二呈 スル事 ヲ報告 セリ。

之 ノ事實ハ更 二E.翠aschmannu・E・Ktister

齢}二 依 リテ確認 セ ラレ氏等 ハ 「ソー トン
、 ツ

ベルクリ ン」ヨリ「カオ リン」吸著法 ヲ以 テ之等

雨物質 ヲ分離 シ、夫 々致 死物 質拉 二皮膚物 質 ト

第三章 沈澱反癒

第四章 考 察

第五章 結 論

多考文獄
鍵

論

呼 ビ前者 ハ透析性 ナルモ後 者ハ非透析性 ナル事

ヲ認 メタリ。

菩 ガ國二於 テモ糟谷{4」(5}ハ聚 落解離 ノ概念 ヨ リ

「ツベ ルク リン」中明 二化學的拉 二生物學的性歌

ヲ異 ニ セルニ物 質 ヲ得、 之 ヲ 薩蛇 二 β物質 ト

呼 ビ、夫 々E.Maschmann等 ノ皮膚物質蛇 二

致死物 質 二該當 セルモ ノナル事 ヲ明 ニセ リ。戸

田及 ビ村 田(6廟(8}ハ 「カオ リン」吸著法 ヲ 以 テ

「ソー トン
、 ツベ ル クリン」ヨリ三劃分 ヲ得 、氏

等 ノ所 謂P.P.S.(Polypeptid性)、N.P.S.

〈Nucleoproteid性)、P.S.S.(Polysaccharid

性)二 就 キ夫 々 ノ性 質 ヲ詳 ニ セリ。 帥 チ透析性

物質 ノ、皮 内反磨 ヲ呈 セザルモ其 ノ極 メテ微量 ヲ

以 テ スルモ爾良 ク致 死作用 ヲ惹起 セ シメ得 ルニ

1反 シ、非透析性物質 ハ致 死作 用力微弱 ニシテ皮

内反鷹 ハ良 ク惹超 セシメ得 ルモ ノナル事、拉 ご

P.P.S.,N.P.S.,P。S。S.各 劃 分 ハ何vモ 結核動

物 二封 シー一様 二皮 内反鷹 ヲ呈 スルモ駿 赤及 ビ壊

死 ノ程 度 二於 テ異 リ、致死作用 ハP.P.S.二 於

テ最 モ強 キ事 ヲ認 メタ リe5(最 近桑 島{9}ハ 三盟
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ま

化酷酸拉 二燐i「ウ,ル フ ラム」酸 ヲ用 ヒ濁 自 ノ方

法 ヲ以 テ皮膚蛇 二致死物質 ヲ分離 セリ。

結核菌 多糖類 二關 シテハ既 二T.セanzer,蹴

田 村 αf等 ノ報 告 ア リ。H.Zinsser,J.T.Parker,

田 宮 等 α2x脚41ハ 諸 種 菌 膿 ヲ 「ア ル カ リJヲ 以 テ 慮

理 シ、 所 謂 残 鹸 抗 元 ヲ分 離 シ其 ノ抗 元 性 二 就 キ

テ研 究 セ リ。 爾 來 結 核 菌 艦 浸 出 液 蛇 二 「ツ 尺 ル

ク リ ン」中 多 糖 類 二 關 ス ル 幾 多 ノ 報 告 ア リ、 後

者 二 關 シ テ ハ 特 二J。H.Mifller,J.F.Enders,

M.Maxim,P.MlibSucci,KL。MeA工pine,

A。G.Renfrew,F.E.Hooper,T。B.John

son〈15x46>〈ln(18>11gx20)等多 薮 諸 家 二 依 リ化 學 的 拉 二

生 物 學 的 二 詳 細 ナ ル研 究 ガ ナ サ レ、 其 ノ構 成 分

子 ハd-Mannose,d-Arabinose,d-Gala蟻ose

及 ビInositニ シ テ 強 カ ナ ル沈 降 反 鷹 元 性 作 用

ア リ、 過 敏 性 「シ ヨ ツ クJニ ー 定 ノ 蘭 係 ヲ有 ス ル

ハ 氏 等 ノ共 二 確 認 セ ル 所 ナ ル モ、 該 物 質 ノ 「ツ

ベ ル ク リ ン」作 用 二 關 シ テ ハ 未 ダ 詳 ナ ラ ズ
。

更 二 「ツ ベ ル ク リ ン」中 化 學 的 成 分 ト シ テ 燐 脂 質

(F.Eberson(21x22),L。M.Mode1呵M.Pinner

(鋤)
、 「エ ー テ ル 」可 溶 性揮 蟄 性物 質(菅 原 伽 、 青

山(26>)、 「ア ル ドー ル 」(糟 谷2η/、 「ア デ ノ シ ン」

様 物 質(F.R.Lindner〈28)、 井 下(29b、 「チ モ ヌ ク

vイ ン」酸(M.Spiegel-Adolfa .F.B.Seibert

(9。})
、 「フ チ ォ コー ル」(R.J.Andersona.M.

臨

ノ

で

S.Newmann㈹ 、 外 山(32)等二enス ・7Y諸家 ノ研究

アリ、 「ッベ ルク リン」構成 因子 ノ複薙i多岐 ナル

ヲ推察 スル ニ足 ル モ ノナ リ。.

上 述 ノ如 ク「ツベ ルク リンJ構 成 因子 タルヤ極 メ

テ複雑多岐 ナ リ ト錐、其 ノ「ソベル クリン」作用

二關 シテハ含窒素性物 質 ガ圭禮 ナルづ ク、且少

ク共非透析性 ナル皮膚物 質拉 二透析性 ナル致死

物 質 ノ存 スルハ 現在諸家 ノ齊 シク認 ムル所 申

リ。

余 ハ嚢 二生髄 内 二於 テ産生 サ レツ ・アル結核菌

毒素 ノ酵素 二依ル分解機 縛 ヲ知'ラ ン ト企 テ、本

研究第一篇 二於 テ先 ヅ締状菌{作 用 二 依ル 菖

「ツベル クリン」中含窒素性物 質全髄 トシテノ分

解機轄 ノー端 二關 シテ報告 セシモ、更 二「ツベル

クリン」作用 ノ多元性 ニ シテ少 ク共皮膚拉 二致

死反鷹 二關與 セルニ物質 ノ存在 スル事實 ヲ以 テ

セ ンニ、斯 ノ如 キ分解機韓 二閣與 セル統歌菌中

ノ酵素 タルヤ亦輩 一 ナルモ ノニ非 ズ ト思考 ス。

舷 二於 テ更 二詳細 二斯 ノ如 キ分 解機轄 ヲ知 ラン

ト欲 シ菖 「ツベ ルク リン」ヲ透析 二附 シ透析性部

分 ト非透析性部分 二分 チ、其 ノ雨者 二夫 々懸歌

菌 ヲ作用 セシメ、其 ノ分解 ノ欣態 ヲ 前 篇 同 榛

A.BoquetetG。Sander(33)ノ 原 法 二從 ヒ燐「ウ

ォル フ ラムJ酸 二 依 ル沈澱量 ノ鍵化 トシテ測定

セリ。依 テ弦 二其 ノ成績 二就 キ報告 セン トス。

臨撚義
薔 「ツベル クリン」(傳染 病研究所製)ヲ 透析 二附

シ透析性部分 ト非透析性部分 二分 チ、 爾者 ヲ夫

々一一定度 二稀繹、 葡萄糖 ヲ加 へ統歌菌(本 研究

第一篇 二於 テ詳述 セル ヲ省略 ス。)ヲ移殖 シ、撮

氏30度 ノ室温 二放置 セル時ハ、締 伏菌 ノ駿育

極 メテ良好 ニ シテ移殖後撒 日ニ シテ液面全般 二

亙 リ厚 キ被膜 ノ形成 サル 、ヲ認 メタ リ。

帥 ヂ藩fツ ベル ク リン」10c・c・ヲColloidium膜 ヲ
へ

用 ヒ蒸溜水40cszヲ 以 テ室温 ニ テ24時 間透析 二

附 シ、然 ル後透析性部分ハ其 ノ15c・c・ヲ蒸溜水

5c.c.ヲ以 テ稀繹、 非透析性部分 ハ 其 ノ10cs,ヲ

蒸 溜水10c・c・ヲ以 テ稀繹 シ、 全量20qaヲ 夫 々容

量100{c.Qノ 「エvン マ4ヤ ー、 コルベ ン」二容 レ

29ノ 葡萄糖 ヲ源解 セセメ タル後、指頭大 ノ締
ヤ

状菌塊数片 ヲ移殖 綿栓 ヲ密 二施 ジ囁氏30度

ノ室温二放置 シ其 ノ移植前後二於テー定間隔 ノ

下二爾者 ノ含窒素性物質 ノ攣化 ヲ検査セリ。郎

チ移殖直前拉二数週後 二於テ其 ノ繍 伏菌培養液.

ノ上澄液2caヲ 取 リ、 之二5%燐 「ウtル フラ

ム」酸溶液2caヲ 作用 セシメテ生ズル沈澱ヲ濾

過、撒回水洗後乾燥秤量 シ其 ノ含窒素性物質纏

量 ノ攣イヒノ」伏態 ヲtaii定セリ。 、
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第 二節

本實験二於テハ網 犬菌 ノ嚢育良好ニシテ逞ク共

移殖後10日 以内二繍 伏菌被膜 ノ全液面 二形成

セラレタルモノニ就キ検査セリ。

余 ノ實験成績 ヲ表示 セバ 第1拉 二 第2表 ノ如

シ。

郎チ統厭菌移殖後時日ノ維過 ト共 二透析性勉二

非透析性部分中含窒素性物質縮量 ノ減少 ヲ來ス

モノニシテ、透析性部分二於 テハ移殖前沈澱量

28乃 至32mgナ リシモノガ夫々2週 後 二於 テ

2乃 至11mg、3週 後二於 テ16乃 至27mg、

ノ減少 ヲ示 シ、4週 後 二於テハ完全二沈激 ヲ生

酸恥

　

ラ

%

"

裁

オ

、
液
　　　

表

倭

塀

卸

糸衡
状育

「

燐 「ウォ ル フ ラ ム」酸 沈 澱 量mg

離 培養剃2醐3副4澱
透部
析性分

村一
柵一
惜一
朴一
帯一
桝

器醤1
{

168

11ρ

2gi21 7 1

非性
透部
析分

33}29 9 6

2824 9 0

3023 5 0

鞍 灘 二被騨嚇 　

實験成績

ゼザルニ至 ル カ或ハ1孜 至8mgノ 沈 澱 ヲ生 ゼ

ルニ過 ギズ。'

非透析姓部分 二 於 テモ 同様移植前沈澱量28乃

至33mgナ リ シモ ノガ、夫 々2週 後 二於 テ4乃
4

至7mg、3週 後 二於 テ19乃 至25mg、 ノ減少

ヲ示 シ、4週 後 二於 テハ完全 二沈澱 ヲ生 ゼザル

ニ至 ルカ或 ハ極 メテ僅微 ニ シテ6mg二 過 ギザ

ル ヲ認 メタ リ。

而 シテ其 ノ縣状菌培養液・ノ糖 反慮 ハ4週 後 二於
ノ

テ何 レモ完全 二清失 セリ。

第2表 糸状菌二依ル燐「ウtル フラウ」酸

沈澱量 ノ憂化
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ボ 第 三 章

「ツベル クリン」中含 窒素性物質 ノ分 子量 ノ大 サ

ニ關 シテハ諸 家 二依 リ銑 二屡 く論ゼ ラ レタル所

ナルモ、～上述 ノ如 クニ シテ得 タル透析性部分ハ

1溶等含窒素性物質中比較的分子量小 ナル部分
ウ、非誘 析性部分 ハ比較的分子量大 ナル部分 ヲ

代表 ゼル モ ノチルハ既 二明 カナル所 ナ1ル ブ以

テ・然 ラバ果 シテ斯 ノ如 キ分 子量 ノ相違 二依 リ

雨者 ノ酸二依 ル沈澱性 二於 テ如何 ナル差異 ア リ

,ヤ ヲ検 スル 目的 ヲ以 テ5%燐 「ウ ォル フラムJ酸

溶液拉 二20%「 ズル フォサ リチル」酸溶液 ヲ作用

セシメ其 ノ沈澱性 ノ如何 ヲ検査 セ リ。 併 セ テ

沈澱反癒

F・Seibert等 ノ所謂P.P.D.ノ 夫 ト比較 セリ。・

帥 チ第3表 ヲ以 テ 示 セルが 如 ク透析性部分 ハ

「ズル フォサ リチルJ酸 二 依 リテハ沈澱 ヲ生 ゼザ

ルモ燐 「ウ 毒ル フラム」酸 二依 リテハ 沈澱 ヲ生

第3表 酸二俵ル就 澱性

離析難 透獅m
+20灸
ノv7tサ リチノ畷(一 氷+)/(+)

(骨)1(+)i(一)
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ズ。非透析性部分ハ 「ズル フtサ リチル」酸 二依

リテ沈澱 ヲ生 ジ其 ノ濾液 ハ更 二燐 「ウ,ル フ ラ

ム」酸 二依 リテ沈澱 ヲ生 ズ。 郎 チ 酸 二依 ル沈 澱

性 ヨリスルニ透析性部分 ハ蕾 「ツベル クリン」含

窒素性物 質中燐 「ウ ォル フ ラム」酸 二依 リテ沈澱

セ ラル ・部分 ヲ非透析性部分 ハ「ズノレフ・サ リチ

ル」酸 二依 リテ沈澱 セ ラル ・部分 ヲ代 表 セ ル モ

第 四章

余ハ襲二蕾「ツベルクリンJ中含窒素性物質全髄

トシテノ懸状菌二依ル分解機轄 ノー端 ヲ明カニ

シ本研究第 一篇二於 テ報告 セリ.而 シ牙斯 ノ如

キ含窒素性物質タルヤ必ズシモ輩一 ナルモノニ

非ズシテ極メテ複雑多岐ナルハ既 二諸家 ノ認ム

ル所 ナルモ、上述 ノ如 ク透析樹 立二非透析性部

分 ノ存 スル事實更二之 ノ雨者 ノ酸二依ル沈澱性

ノ相蓮等 ヨリ推察センテ、透析性部分ハ燐「ウォ伽
も

ル フラム」酸 二依 リテハ沈澱 セラル ・モ「ズル フ

ォサ リチルJ酸 二依 リテハ 沈澱 セラyザ ル比較

的分 子量小 ナル部分 帥 チ主 トシテPolypeptid

様 ノ含 窒素性物 質 ニ シテE.Maschmann等 ノ

所 謂致 死物 質 ヲ代 表 セル モ ノナルベ ク、非透析

性 部分 ハ「ズル フiサ リチルj酸 二 依 リテ 沈澱 セ

ラル ・比 較的分 子量大 ナル部分、郎 チ主 トシテ

「アルプモーぜ」ヨリ蛋 白二近 キ含窒繋 鋤 質 二

第 五 章

(勤 透析性拉 二非透析性部分 中含窒素性物質 ハ

共 二統状菌 ノ作用 二依 リ分解 セラレ、從 ツテ時

田 ノ経過 ト共 二其 ノ燐 「ウ 毒ル フラム」酸 二依 ル
な

沈 澱量 ノ減少 乃至漕失 ヲ來 ス。而 シテ統状菌 ノ

嚢育良好 ナルモ ノ帥 チ被膜 ノ形成速 カナルモ ノ

程 分解迅速 ナ リ.

(2)透 析 性部分 ハ燐 「ウ、ルフ ラム」酸 二依 リテ

ノナ リ。

次 デP.P.D.(SecondTest)二 錠 ヲ指定液1ca

二溶 解 セシメタル モ ノニ就 キ同様 ノ試験 ヲ施行

セルニ、 「ズルフォサ リチルJ酸 三 依 リテハ 沈澱

ヲ生 ズルモ其 ノ濾液ハ最早燐 「ウ,ル フラム」酸

二依 リ沈澱 ヲ生 ゼザルヲ認 メ タリ。

考

シテ所謂皮膚物 質 ヲ代表 セル モ ノナルベク、且

後 者ハF.Seibert等 ノP.P.D.ニ ヨ リ近似 ノ

モ みナ ラン ト思考 サル. .

斯 ノ如 ク薔 「ツベル クリ ン」中含窒素性物質 ヲ化

學 的拉 二生物學 的性 状 ヲ異 ニセルニ蔀分 二分 チ

夫 々二綜状 菌 ヲ作用 セ シメタルニ、共 二分解 セ

ラレ從 ツテ時 日ノ経 過 ト共 二 其 ノ燐 「ウォルフ

ラム」酸 二依 ル 沈澱量 ノ減少 乃至沿失 ヲ來ス事

實 ヲ認 メタ リ。舷 二懸状菌 申之 ノ爾部分 ノ分解

二關與 セル酵素 ハ相 異 ルベ ク、 帥 チ少 ク共致死

物 質拉 二皮膚物 質分解酵素群 ノ存在 ヲ推察 スル

ニ足 ルモ ノナ リ ト思考 ス、

而 シテ生髄 内 二於 テ産生 サ レツ ・アル結核菌毒

素 ノ分解機轄 二關 シテモ亦同様少 ク共二種 ノ酵

素 群 ノ存在 ヲ推 察 シ得ベ キモ之 ノ黙 二關 シテハ

追 テ報告 セ ン トス。

結 論

ハ沈澱 セ ラル ・モ 「ズル フォサ リチル」酸 二依 リ

テハ沈澱 セ ラレザル比較 的分 子量 小ナル含窒素

性物 質 ヲ代表 シ、非透析性部分 ハ「ズルフ滋サ リ

チル」酸 二依 リテ沈澱 セラル ・比較的分子量大

ナル含 窒素性物 質 ヲ代表 ス。 且後 者ハP.P.D.

ニ ョ・リ近似 ノモ ノナ リ
。
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15巻.第11號,1362頁(昭12).30)・M.Spiege1・も
Adolfa.EB.Seiber't.J.◎fBiol.Chem.Vol.

106,p.373(1934).31)R.J.Andersona.M.

S.Newmann,J.ofBio1。Chem.Vo1.101,p.

773(1933).32)外 山 重 高 結 核 。第14巻,第3

號,175頁(昭11).33)A.Boquetet(ΣSan-

dor,Ann.d.L'lnst.Past.T.57,622(1936).
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第駒一章 緒 論

生禮内二於 テ産生サ レツ・アル結核菌毒素タル

な必ズシモ跡 ナルモノニ非ズシ磯 多 ノ爽雑
物 ヲ伸 ヒ、其 ノ構成因子亦複雑多岐ナ リト難、

縮テ酵素 ノ作用 二依 リ分解塵理 セラレツ・アル

ハ自明 ノ理 ナリ。而モ斯 ノ如キ問題 二向 ヒテハ

文献上参考 トナルベキモノ極メテ少キヲ以 テ、

余ハ斯 ノ如キ生禮内結核菌毒素 ノ分解機縛 ヲ閾

明ニセント企テ、先ヅ酵素作用研究 ノ好封象 タ

ル綿 伏菌 ヲ用 ヒ其 ノ「ツベルリクン」二封 スル作

用二就キテ研究 シ、「ツベル リクン」中含窒素性

物質 ノ分解機韓 ノー端 ヲ明編 シ本研究第 一篇

ω蚊二第二篇 ②二於テ報皆 セリ。 、

抑 く諸種蛋白分解酵素 ノ「ツベル リクンJ二封ス

ル影響二關 シテハ既二屡 ζ論 ゼラレ、斯 ノ如キ

酵素 ノ作用二依 リ「ツベルクリン」中含窒素性物

質ハ分解 セラレ、從ツテ其 ノ皮膚拉 二致死反慮

カ ノ減弱乃至清失ヲ來スモノナル事實ハ諸家 ノ

齊 シク認 ムル所 ニシテ、文献上参考 トナルベキ

詳
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窒

ル
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o

第二章 血清虹二胸水二依ル分解實験

ジ

第一節 豫備試験

蔭「ツベル リクン」二 「ズル フ、サ リチル」酸 ヲ作

用 セシムル時ハ其 ノ含 窒素性物 質中比較的分 子

量大 ナル主 トシテ皮膚物 質 二屡 スベ キ部分 ガ沈

澱 セラレ、更 二甚 ノ濾液 二燐 「ウ、ル フラム」酸

ヲ作用 セシムル時ハ比較的分 子量 小 ナル圭 トシ

テ致死物質 二屡 スベキ部 分 ノ沈澱 セ ラル ・ハ既

二前篇{2}二於 テ報告 セル所 ナ リ。 一

次デ人血清蚊 二胸水 二就 キ同檬 ノ試験 ヲ反復 セ

シニ、其 ノ含 窒素性物質 ハ縮 テ「ズルフ、サ リチ

ル」酸 二依 リテ沈澱 セラ レ其 ノ濾液 二更 二燐 「ウ

ォル フラム」酸 ヲ作用 セシムルモ最 早沈澱 ヲ生 ぜ

ズ.即 チ血清拉 二胸水 中蛋 白様 物質 ハ菖 「ツベ

ル リク ン」中皮膚物 質 ト同様共 二 「ズル フォサ リ

チル」酸 二依 リテ 沈澱 セ ラル ・モ、 更二分 子量

小 ナル 致死物 質 ニア リテハ 「ズルフォサ リチル」

酸 二依 リテハ沈澱 セラ レズ燐 「ウォル フラム」酸

二依 リテ初 メテ沈澱 セラル ・ヲ認 メダ リ.

第二節 實験方法蛇二實験材料

本實験 二於 テ取 リ扱 ヒタル患者ハ何 レモ傷庚軍
㌧人大阪療養所入所 中

ノモ ノニ シテ、 奮 「ッベル

リクン」ハ縁 テ傳染病研究所 ノ製造 ニ カ ・ル モ

ノナリ。

實施 二當 リテハ縮 テ滅菌的操作 ノ下 二 菖 「ヅベ
た 　

ル リグン」1qaヲ 蒸 溜水8cs・ ヲ以 テ稀繹、 更 二

其 ノ稀繹液 二重症肺結核患者 ノ血清(或 ハ胸膜

炎患者 ノ陳蕾性胸水)1c.oヲ 加 へ即 チ蕾 「ツベル
　

リクン」拉 二血清(或 ハ胸水〉共 二10倍 稀程 トナ

ル如 クシ、其 ノ全 量10ccヲ 試 験 管 二 容 レ密 二

綿栓 ヲ施 シ、囁氏37度 ノ室温 二放置 シ、 一定

間隔 ノ下 二薔 「ツベ ル リクン」含窒素性物質 中燐

第三節
も

重症肺結核患者15名 ノ血清 二就 キ上述 ノ實験

ヲ施行 シ第1表(1)拉 二(2)ヲ 以テ示セルガ如

キ結果ヲ得 タリ。部チ時間的二沈澱量ノ滅少 ヲ

來スモノニシテ稀澤直後 ノ沈澱量27乃 至42mg

二比 シ夫々24時 間後二於テ2乃 至8mg 、48時

間後二於テ特二著明ニシテ4乃 至12mgノ 滅少

～來セルヲ認 へ 斯 ノ如 キ血清二就キ菖 「ツベ

ルクリン」中含窒素性物質分解能カ ノ存在ヲ確

認スルヲ得 タリ。

「ウォル フラムJ酸 二 依 リテ沈澱 セラル ・圭 トシ

テ致死物質 二由來 セル部分 ヲ秤量比較 セ リ。

即 チ斯 ノ如 キ血清(或 ハ胸水)、 蓉 「ツベル ク リ

ン」混合稀繹液 二就 キ稀繹 直後、24時 間後蛇 二

48時 間後 ノ3同 ニ ワタ リ充分混和 セル後各其

ノ2cc宛 ヲ取 リ、之 二20%「 ズ ルフiサ リチル」

酸溶液2c.qヲ 加 ヘ テ生 ズル 沈澱即 チ血清(或 ハ

胸水)中 蛋 白虹 二蕎 「ツベル ク リン」中皮膚物質

二屡 スベ キ部分 ヲ除去 シ、更 二其 ノ濾液2ca二

5%「 ウォルフ ラム」酸溶液2aaヲ 加 く・テ生 ズル

沈澱 ヲ濾 過、数 同水洗後乾燥秤量 シ時間的 二其

ノ沈澱量 ノ攣 化 ヲ比較 セ リ.

實瞼成績

更 二胸膜炎患者8名 ノ陳薔性胸水 二就 キ同檬 ノ

實験 ヲ反 復 シ第2表(1)拉 二(2)ヲ 以 テ示 セル

ガ如 キ結 果 ヲ 得 タ リ。 卸 チ 稀繹直後 ノ沈澱量

'30乃 至41mg 二比 シ夫 々24時 間後 二於 テ2乃

至8mg、48時 間後 二於 テ特 二 著明ニ シテ4乃

至13mgノ 滅 少 ヲ來 セルヲ認 メ、 甑清 同様 胸水

二關 シテモ亦斯 ノ如 キ分解能カ ノ存在 ヲ立謹 ス

ル ヲ得 タ リ.
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ぐ1)血 清二依ル燐「ウ倉ルフラム」酸

沈澱量 ノ璽化一
i別i直 後124i時 間48時 間
令

■■■■■一24匪
一 、31
一 ・25
-24
-40
-124

23

-25
-26
-123
-L窒L

32
一 29{

24

42-34130

343125

322524

332825

393132

42這r匿
312825

272521

312826

30-128・26

3313129

3024

29125

3127

2723

第

鴫1)胸 水三儀ル燐「ウォルフラム」酸

沈澱量ノ憂化

2

表

(2)血 清 二佐ル燐「ウォルフラム」酸

沈澱量 ノ墜化

氏 名

皿 一 一

燐 「ウ》 ノレフ ラ ム」酸1灘 殿量:(mg)
謄

直 後124時 剛48時 間
～← 』}}馳 一一刷』一 直一¥

42{一8i-12一 一 働
忽1-3i-9一
32一 一7-8

i一 「=6-i一_8

{
一

一 ・

33一.
E

391 _8}_7
{

一
42 一51-7一

一 31 一31-6

一 一 一
27-2{一6

一 酔

31i-3}一5一
一 一
。」_}
331

一2 一4一一一 一2 一4
一

一6一一 301
_______L______1鱒 一一一蝉

29{,一4,一
31,

}一一 一 一4一
一一 一一 トー一一 }

1271-411.一

表

〈2)胸 水二依ル燐「ウ庁ルフラム」酸

沈澱量 ノ憂化 〆

年

令

〔

名氏

52

42

52

32

92

5

膚
7

4

9
師

9
僧

2

■一■■　■■■

性

男

豊肇

7,

,》

,,

燐 ウ 才ル フ ラ ム」酸

沈 澱 量(mg)

直後瞬 間瞬 間
39i37 26

35;28 23

41i33 30

37i34
…

29

34i29 27

34i31 28
;

32.30 26

3027 26
卿

第 三章

重症肺結核患者 ノ血清拉二胸膜炎患者 ノ陳落種

胸水 二就 キ其 ノ「ツベルリクン」中含窒素性物質

分解能カ ノ存在 ヲ立読 シ得タルヲ以テt更 二生

髄内諸種毒素二封 シ特二密接ナル關係 ヲ有スル

嚇巴腺二就 キ以下 ノ如キ實験 ヲ施行セリ0帥 チ

余等 ノ療養所二入所=中ノ結核患者ニシテ淋巴腺

、 隣 「ウ評 プラム」酸沈澱量(田9)

氏 名}

1 直 街24時 剛 嚇 間
←一 一 一 一 隣 一 一 一一 一 一 ・一 一～ 一 ・一

39i-2 一13一._____L__
一{一

一
35-7

一
一12

一L可 …i-8
一
一11

一 …37 一3 一8
}
一5 一 一7一}34 一
一3 一6一34 i一 32-2

ii一 ・/30-3

一6
一「一=τ]

淋巴腺浸出液二依ル分解實駿

腫脹ヲ俘 ヒ其 ノ摘出手術 ヲ受ケタルモノ5名 二

就 キr、淋巴腺浸出液 ヲ以 テ前述 ノ方法 二依 リ其

ノ「ツベルクリン」申含窒素性物質分解能カ ノ如

何 ヲ検 セリ4

實施二當 リテハ摘出淋巴腺 ヲ小刀 ヲ以 テ細断、

次 デ乳鉢中島テ小量 ノ石英砂 ヲ混 ジテ磨無 憂
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'一{点 申　　欝 　 　　 甥 〕}一 一 一}阿一雨{『 一 』一一 皿一 『 一一 一㎜r

第3表(1)淋 巴腺浸出液二依ル燐「ウォルフラム」酸沈澱量 ノ髪化

氏 名
年

冷

嚢性
}

鱒

1病 名

別 」
摘出淋巴腺

一

燐1ウ ォルフラム」酸

_一 掬漫量@副

直後瞬 間韓 間一 25 男1肺 結核勲脊椎「カリエス」 畠
35 26一 25

一}

"{肺 結 核 雑 嘉隈 39 31一 23

謝一 禰},

9'匡 右 腋 窩 41i36
133

1一 25
ど__.1

鱒!・ ・

　一簡一i

右 腋 窩3432{29

23 "i,, 左 蕨 鳶 一137135133

第3表(2)淋 巴腺浸出液二依ル燐iウ ㊧ル

フラム」酸沈澱量 ノ墾靴

燐 「ウ ォル フ ラ ム」酸 沈 澱 量(mg♪

畏 名

直 後i24時 間 」48時 間

-墨 差二≒ ←一≡翌
41

34

37

・一5 一8

一2

-2

避 一5

-4

子途 中15乃 至20cゑ ノ生理的 食盛水 ヲ注加、泥

状液 ヲ 得 ルニ 至 ル 迄充分磨確 シ、 斯 クシテ得

タル淋巴腺泥状液 ヲ氷室 内ニ テ濾過、其 ノ濾液

a第 四 章

第

て1)健 康血清二依ル燐rウ ォルフラム」酸

沈澱量 ノ饗化

ぎ

ヲ以 テ上述 ノ實験 ヲ反復 セ リ.而 シテ斯 ノ如 キ

操作 タルや前者 ノ夫 二死 シ著 シク繁雑 ニ シテ且

長 時間 ヲ要 スル モ ノナルヲ以 テ、滅菌 ノ完全 ヲ

期 セ ンが爲薔 「ツベ～レリクン」ト混 和後一定時間

放 置 スルニ際 シ其 ノ表面 二「トルオール」ノ薄膜

ヲ以 テセ リ。、 、

斯 クシテ得 タル結果 ヲ表 示 セバ第3表(1)y}v.....

(2>ノ 如 ク、即 チ時間的 ゴ沈澱量 ノ減少 ヲ示 シ
夢

直後e沈 澱量34乃 至42mg二 死 シ夫々24時 間

後 二於 テ2乃 至5mg、48時 間 後 二於 テ5乃 至

13mgノ 減 少 ヲi來セル ラ認 メ、上述 ノ血清蚊 二

胸水 二於 ケル ト略 く同様 ノ成績 ヲ得 タ リ。

ン

駿

表

㏄

試無封

4

健 康血 清 二俵 ル 燐 「ウ ォル フ ラ ム」
M霞 菱沈 澱 量 ノ饗 イ七

名1年分性別鰯 雲轟 落
間

z9
19

19
18

20

18
19

17

16{
221
18

20

20

15

17

20

15

L逢 コ331331

38
、37

37・39

431＼43

3536

4245

34・31

39、36

33130

選]30
32

3838

3435

4142

41,42 ,
4341

4037

燐 「ウォル フ ラ繁 」酸 沈 澱 量(mg)

薩_後_L墨 時 間148時 閻.

38-11{0}

037

一43

}35

㎏

}34

一39

一33

一32

」璽 ■L32__

十2

0

十1

十3

-3

-3

・一3

-2

一2

十2

0

一3

_2『

一・2

線 一3
}
一1

一 一～

物 門_一 一

… 一

r破 内鷹{1;1::=:?=鑑
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重症肺結核患者 ノ血清蚊 二胸膜炎患者 ノ陳藷性

胸水等 ノ作用二依 リ奮「ツベルリクンJ申含窒素

姓物質 ノ分解 ヲ來 シ、從 ツテ其 ノ燐「ウォルフラ

ム」酸二依ル沈澱量 ノ減少 ヲ來ス事實 ヲ確認 シ

得 タルヲ以テ、然 ラバ果 シテ斯 ノ如キ作用ハ結

核患者二特異性 ノモノナ リヤ否ヤヲ検スル目的

ヲ以テ、健康血清郎チ余等 ノ療養所二於ケル看
　

護 婦生徒中「ツ〈ごル リクン」皮内反鷹陰性(2000

倍 稀 澤菖「ツベル リクン」液0.1c.a皮 内注射、48

時 間後判定)ナ ル モノ17名 ノ面清 二就 キ、上述

第 五 章

上述 ノ如 キ血清拉 二胸水 二就 キ其 ノ「ツベル リ

ク ン」中含窒素性物質分解能カ ノ存在 ヲ立詮 セ

ル ト共 二、更 二結核 患者 ノ淋 巴腺浸 出液 二就 キ

テ モ同様 ノ事實 ヲ確認 シ得 タル モ、健康者血清

二就 キテハ斯 ノ如 キ分解能カ ノ存在 ヲ否認 セル

ガ如 キ結果 ヲ得 タ 穿。

鉱 二血清拉 二胸水 申斯 ノ如 キ分解機轄 二關與 セ

ル酵素 タルヤ軍 一 ナル モ ノニ非 ザルハ論及 ノ絵

地 ナキ所 ナルモ、 「ヅベル クリン」中含 窒素性物

質夫 自身 ノ化學的拉 二 生物學的性歌 ヲ 以 テ セ

ンニ、 其 ノ分解能 カ ニ蘭 シテハ少 ク共 皮膚物質

拉 二致 死物 質 ノ分 解 二關與 セル ニ酵素群 ノ存在

ヲ推察 シ得ベ ク、 即 チ皮膚物質蚊 二致死物質分

解 能カ ノ存在 セルハ疑 ヲ容 レザル所 ナ リ ト思

考 ス。

而 シテ生盟 二於 ケル皮膚物 質分解能カ ニ關 シテ

ハ既 二「ツ・・'7Y,ク リ ン」皮膚反鷹(C.v.Pirquet

{3})
・ 皮 内尽磨(C・Mantoux(4},EMendel{5り 、

第 六 章

重症肺 結核 患者 ノ血清拉 二胸膜炎患者 ノ陳奮性

胸 水等 ノ擢用 二依 リ時間 ノ経過 ト共 二 薔 「ツベ

ル ク リン」中含窒素性物質ハ分解 セ ラレ、 徒 ヅ

テ其 ノ燐 「ウ、・ル フラム」酸 二依 ル沈澱量 ノ滅少

ヲ來 ス。而 シテ實験途 中二於 テ「ズル フォサ リチ

ル」酸 ヲ以 テ血清或 ハ胸水 ノ除蛋 白ヲ行 フニ際

シ蓄 「ッベ ル クリンJ中 皮膚物質 二屡 スベ キ部分

モ 亦共 二除去 セラル ・ガ故 二、斯 ノ如 キ燐 「ウ

脅
ノ方法 ヲ以テ斯 ノ如キ分解能カ ノ有無 分検査セ

シ所第4表(1)拉 二(2)ヲ 以テ示 セルガ如キ結

果 ヲ得 タリ。

即チ稀澤直後 ノ沈澱量32乃 至43mg二 比 ジ時

間的二其 ノ獲化ハ極メテ僅微 ニシテ夫々24時

間後拉 二48時 間後二於テ不璽ナルカ或ハ3mg

以内 ノ増減 ヲ示セルニ過ギズ、健康血清二就キ

テハ結核患者二於 ケルガ如キ「ツベルリクン」申

含窒素性物質分解能カ ノ存在 ヲ立詮 シ得ザルヲ

認 メタリ。

考'察ら
皮下反鷹(H.Escherich(6},EHamburger{7),

R.Monti(8》)拉 二経皮反慮(E.Moro(9})等 幾 多

諸 家 ノ報告 二依 リ其 ノ存 在 ヲ生物學 的干立詮 セ

ヤ得 ル モハ 如 キ モ・致死物質分解能カ ニ關 シテ

ハ未 ダ斯 ノ如 キ報告 二接 スル ヲ得 ズ。

舷 二余 ノ血清蚊 二胸水 ヲ以 テセル上述 ノ分 解實

験 ハ斯 ノ如 キ致死物質分解能カ ノ存在 ヲ立謹 シ

得 タル最初 ノモ ノナル ト共 二之 ヲ歎字的 二表示

シ得 ル特徴 ヲ有 スル モ ノナ リ ト確信 セ ル 所 才

リ、 即 チ甑述 セル ガ如 ク實験途 中 二於 テ血 清

(或 ハ胸水〉、 菖 「ツベル ク リン」混合稀繹液 二

「ズル フ
建サ リチル」酸 ヲ作用 セ シメテ生 ズル沈

澱 ハ血清(或 ハ胸水)中 蛋白拉 二「ツベ ルク リン」

中皮膚物質 二属 スベ キ部分 ニ シテ、從 ツテ其 ノ

濾液 二更 二燐 「ウ。ル フラム」酸 ヲ作用 セシメテ

生 ズル沈澱 ハ圭 トシテ「ツベ ル クリン」中致死物

質 二由來 セル モ ノナル故 ナ リ。

結 論

,ル フラム」酸二依ル沈澱量ハ主 トシテ致死物質

二由來セルモノナリ。帥チ

(1)結 核患者血清拉二胸水中致死物質分解能カ

ノ存在ヲ立詮 シ得ル ト共二之 ヲ数字的二表示ス

ルヲ得。 帆 、

(2)結 核患者 ノ淋巴腺浸出液二就キテモ同檬ナ

リ。.

(3)健 康者血清二就キテハ斯 ノ如キ分解能カノ
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存在 ヲ立謹 スルヲ得ズ。

9
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「ツベ ル ク リ ン」ノ酵 素 二依 ル分 解 二關 ス ル研 究

第四篇 「ツベ ルク リン」ノ活動性拉 二非活動性
○

肺結核患者血清三依ル分解二就テ

～

(昭和17年10月23日 受領)

傷疲軍人大阪療養所(所長 馨學博士

署學士 船 富

岩鶴龍三)

光

(本論交 ノ要旨・・昭和17年1月20日 大 阪屠學曾例會二於テ報告tり 。)

内容目次

第一章 緒 論

第二章 活動性虹二非活動性肺結核患者血清 二依

ル分解實験

第胃節 實験方法誼二實験材料

第二節 實験成績

第一章

余ハ人艦内二於テ産生セラレツ・アル結核菌毒

素 ノ酵素二依ル分解機轄ヲ閾明ニセン ト企テ、

本研究第三篇働二於 テ先 ヅ重症肺結核患者 ノ血

清二就キ其/「 ツベルクリン」中含窒素性物質分
ま

解能カ ノ存在 ヲ立謹 セル ト共 二特 二其 ノ致死物

質分解能カ ニ關 シテ報告 セ リ。而 シテ斯 ノ如 キ

分解能カ タルヤ血清 中 ノ酵素 ノ作用 二依 ぞレモ ノ

ナルハ 明カナ リト難、各個髄 二依 リ相異 アルベ

キ ハ推察 二難 カ ラザル所 ニ シテ、圭 トシテ病竈
曽

第二章

第三章 不活性血清二依ル分解實験

一第四章 考 察

第五章 結 論

冬考文獄

緒 論

ノ範園、蓬行度、新蕾蚊二其 ノ解剖學的性歌等

二依 リ影響 ヲ受 クルモノナルベ シ。

依テ弦二肺結核患者血清 ノ「ツベルクリン」中含

窒素性物質特二致死物質分解能カ ヲ病型別二比

較 セント欲 シ、活動性拉二非活動性肺結核患者

ノ血清二就キ前篇同様燐「ウ、ルフラム」酸二依

ル沈澱量 ノ鍵化 ヲ以テ夫々其 ノ分解能カ ヲ比較
鱒

研究 セ リ.

活動性拉二非活動性肺結核患者血清二依ル分解實験

第一節 實験方法蚊二實験材料

本實騎 二於 テ取 愛扱 ヒタル患者ハ何 シモ傷痩軍

人大阪療養所入所 中 ノモノニ シテ、 薔 「ツベル

ク リン」ハ縮 テ傳染病研究所 ノ製造 ニ カ ・ルモ

ノナ リ。

前篇同様縮 テ滅菌的操 作 ノ下 二菖 「ツベル クリ

ン」1㏄aヲ 蒸溜水8ceヲ 以 テ稀繹、 更 二其 ノ稀

繹液 二活動性(或 バ非活動性)肺 結核患者 ノ血清

1CAヲ 加 へ、 郎 チ菖 「ツベA)ク リン」蛇 二血清共

二10倍 稀程 トナル如 クシ、其 ノ全量10aaヲ 試

・験管 二容 レ密 二綿栓 ヲ施 シ撮氏37度 ノ室温 轟

放置 シ、 一定 聞隔 ノ下 二奮 「ツベル ク リン」含窒

素姓物質 中主 トシテ致死物質 二由來 セル部分 ノ
'
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憂化 ヲ燐 「ウ、ル フラム」酸 二依 ル沈澱量 ノ攣fヒ

トシテ秤量比較 セリ。 蟄

帥チ斯 ノ如 キ血清、藷 「ツベル クリン」混合稀繹

液_...就キ稀 繹直後 、24時 間後前:二48時 間後 ノ

3同 ニ ワタリ、 充分 混和 セル後 各其 ノ2cc.宛 ヲ

取 り之 二20%「 ズ ル フ ォサ リチル」酸溶液2cc

ヲ加 へ血清 中蛋 白拉 二藷 ジツベル 〃リン」中主 ト

調 第二節

(1)活 動性肺結核患者血清

活動性(主 浸出性拉 二増殖、浸出混合型)肺 結核

患者13ノ 血清 二就 キ上述 ノ方法ヲ以テ其 ノ「ツ

ベルクリン」中致死物質分解能力 ノ如何 ヲ検'シ

シテ皮膚物質 二屡 スベ キ部分 ヲ沈澱 セ シメ之 ヲ

除去 ス。而 シテ更 二其 ノ濾液2cc.二5%燐 「ウォ

ルフラム」酸溶液2cc.ヲ 加 ヘテ生 ズル沈澱 即チ

主 トシテ致 死物 質 二屡 スベ キ部分 二就 キ数 回水

洗後乾燥秤量 シ時間的 二期 ノ如 キ沈澱量 ノ璽化

ヲ比較追求 セ リ0

ヘ ダ せぼ

實 験成績'＼

〆 梅

第1表(1り 蛇 二(2>ヲ 以 テ示 セル が如 キ結果 ヲ

得 タ リ、

即 チ稀繹 直後 ノ沈澱量25乃 至30mg二 比 シ夫
メ

h24時 間後 二於 テ1乃 至7mg、48時 間 後 二於

無

策1表(1)活 動性肺結核患者血清二依ル燐「ウすルフラム」酸沈澱量 ノ塑牝

氏 名
年

齢

性 一 般 謹的 症 状} ir破 騨;憾1聯 」酸
別離繍麟値儲鷹灘

「レン トゲ ン」所 見 内 反 磨 ・一 一

げmm 1鰍 編 間瞬 間
』_

き

一}32
i弱

i-

i23

覆

一 』一轍一繭 調

一 國

70.5十+ 左上、.中肺野浸出性肺結核
在隊藷性胸膜炎

14×12;2gi2519
:…一

i

1・5十 十
1十

1㎝ ・

両側混合型肺結核、方陣奮
性胸膜炎

18×15:27 マ
24

22

18

59.251柵+ 南側混合型肺結核、右疎薄
性胸膜炎 汽

き

一
、29 21

+轡
一1一「

50。5隔+

___1_一_

一

21

呈

∴

二

,,

一 一

}+ 1_

7

τ

十
一

十
…

十
一

十

南側圭浸出性肺結核、右陳
藩性胸膜炎

甘

し

±
一

一
i

一

十

卦
一

卦
一

一
一

一

十

24.25十{十

23×19!28

i
左 上、中肺野混合型肺結核45×43{28 222123ト㍉

_.___.__.興 し_

i

■1望

一

134

露

1一営

124}

}

i墨
i29

τ

τ

τ

τ

τ
一

1+ 蕊1マ}+・
…㎝-}}

十 。

南側混合型肺結核、左疎薄
性胸膜炎

}lM5}27 2321
_一
1

53.75柵1 南側混合型肺結核 14)～ 蜜0、25
i

司

2320

一
41.25隔1+ 左上肺野、右上、中肺野混合

型肺結核、右陳蕉性胸膜炎

}

17×14}301 2825

31.q十 十 南側混合型肺結核、右陳奮
性胸膜炎

17x141 25 22

+!+
　

}

一

l

l}

山鴫_一一_1『

7。75十 ■ 十

}一

「_蝉h

i

暁

右中、下肺野混合型肺結核
右陳奮性胸膜炎

L凱
25x17i28 27 24

十
『

十
…

一

十
一

十
㎜

、1

-129

L__

77。Ol柵{+

F

南側圭浸出性肺結核
1

15×12}28
「

21

十
一

45.Ol十 十 十 雨側生浸出性肺結核、左陳
奮性胸膜炎

25×21{27 21 鋼

26.51耳 「汁 両側混合型肺結核、右陳奮
性胸膜炎

i23
×1⑤26と 22"1+卜

畷li欝8賭 繍 雍難 論限局)
赤 沈 中等 値(
ウエ 湊 テノvグ レ'一ン兵 法mm)

「ツ」皮 内反 旛

(2000倍 稀 糧 薄 「ッ」0.魚 の
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第1表(2)活 動 性肺 結 核 患 者 血清 二 佐 ル

燐 「ウ 才ル フ ラ ム」酸 沈 澱 量 ノT.C,Yy化

氏 名

■
■

燐「ウゆルフラム」酸沈澱最
短9

直 律.遊 離.L壁 間

ト27マ ガ ー ≡10
29i-4

-8一一529
　　　　　　　 ザ 　　

28-6-7

■

■

28

2L _1_騨4

25

30

27

28

一28

27

26

i≒
_2

1

∋7
,一6

一4

5一

4一

テ特 二著明ニシテ4乃 至10mgノ 沈澱量 ノ減少

ヲ來 セルラ認 タ、斯 ノ如キ血清 二就 キ致死物質

分解能カ ノ存在 ヲ立謹スルヲ得タリ。

(m非 活動性肺結核患者血清 『.

更二非活動姓(硬 愛性拉二結節性硬憂性)肺結核

患者12名 ノ血清二就キ同様 ノ實験 ヲ反覆 シ第

2表(1>拉 二(2>ヲ 以 テ示セルが如キ結果ヲ得

タリcし

即チ稀繹直後 ノ沈澱量26乃 至33mg二 比 シ時

間的二其 ノ鍵化ハ僅微 ニシテ、 夫々24時 間後

蚊二48時 間後 二於テ共二3mg以 内ノ増減 ヲ示

セルニ過ギズ健康者血清(前 篇 二於.テ報 告 セ

リ。)ト同様斯 ノ如 キ血清 二就 キテハ致死物質分

解能力 ノ存在 ヲ立謹 スルヲ得ザ リキ。

而 シテ(D拉 二(皿)ノ 成績二依 リテ明カナル如
i

第2表(1)非 活動性肺結核患者血清二佐ル燐丁ウォルフラム」酸沈澱量ノ憂化
㌔

民 名 粥
一 般 的 症 状 倉

「レ ハ ゲ ソ」所 見
「ツ」皮

内反応
mm

燐 「ウ ゆル フ ラ ム」酸沈 澱 量(
鵬9)

ノ

:騨離瞬 麟 値…賭 籍灘 直後蹄 間瞬 間

弓 一
一 『 一 一 隔

十 一

一 一
…

}「}晶

4.75韮 一 一爵

1

凋 一1一 蕾 臓 難 結綴 性噸3・×26
29 30 28

i24i男

楠 騨

i}

砺に
騙 総鞭難鷹繍

i
32 31 3126×26右疎薄性胸膜炎

1_謡 一

33 34 34
i2判"i一

一 鶴 雄 雛 饗性肺繊13・ ×26
亀 一1

一!

一1

-i

_}.

{

■鳳鱒■騨1

二

_}_

24,,

一_

,,

22i,,

14.75 一 左肺尖鳳 右中肺野結節側19×48 32 33 35
硬髪性肺結核一 一 一

3.0…

樺

i23

i一

一 右上肺野結節性硬塑性肺結27x26 29 31 32

i_,

__:_

+i一

_L

一 一L-1一 一/
il

-i-12.o

副=iゴ 蕊iτi

;

__」_
…

引 一

核、宿陣懲性胸膜炎

雛 撰 雛 簾 謬 性肺1・3x・3
1

31 30 28i一 、_
…

i_;

一 右上肺野硬憂性肺結核129×23 32 30 29
/

マ

丁

L__{_

_Ll3.75}_
i

…

輪 中獺 結雛 硬難3・ ×27
32 29 29

　 聖

1一L・
1■ 怨

i
=

捨

頭側結節性硬塑性肺結核36×28 33 30 36

126

同

一123]+}± …

} §

一i-i一 「

____一_」_}

釧 二iモ1

… ・・75i-

4.5i一
:

3.751一
;

馳 5輪 中肺購 性硬蕪 26 響 28

鞠 恥

程雛 ボ 閥 結雛 晒24×23 29 32

一 餅"1+1一}
L_

乳25{一}一 難 鶴 纏 性肺骸4・ ×29 26 29

剣 ≡1雛 £撒)醐 鷺 グレーン氏法mm)嶺 鶴 舞 痢 ・㏄)
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第 雲表(2)非 活動性肺結核患者血清二佐ル燐「ウォ〃 プラム」酸沈澱量 ノ憂化

/騨 ウゆノレフラム」酸灘 量(mg)
氏 名塩 斜

24綱 鋼

チ

i燐 ヂウ ォル フラ ム」酸 沈 澱 量(mg)
氏 名

ダ

一 一

直 視24時 剛 嬬 間
タ一 29 +1i-1 一 32 .爵

一21-3

一 一
32

一
_1;_1
き 一 一 32 一3 「=3

き

33
・十1}十1

}

一
33
一
一3/十3

_____.L_____一 一一
32

一
+11+3一

一
26

i+2 一一 一
29

墾
十2十31

一
29

蓼

一
十3一 一

31 一1!-31 26、 十3

}一 一
ク斯 ノ如キ致死物質分解能力 ト「ツベルクリン」

皮内反鷹 トノ聞ニハ何等特定 ノ關係 ノ存セザル

ヲ認 メ タ リQ

章三 章

斯 ノ如キ「ツベルクリン」中含窒素性物質 ノ分解

畠關與セル血清中酵素 ノ耐熱性ヲ検スル目的ヲ

以 テ、余等 ノ療養所 二入所中ナル活動性肺結核

患者5名 ノ血清 二就 キ以下 ノ如キ實験 ヲ施行セ

リ。`
ウ

郎チ同一 患者二就 キ同時二得タル血清 ヲ二分

シ、一ハ其 ノ儘邸チ活性状態ヲ以 テ、他八重湯

煎中ニテ30分 間i囁i氏56度 ヲ以テ不活性化セ

ル状態 ヲ以テ、夫々上述 ノ如 クニシテ其 ノ致死

物質分解能カ ノ如何 ヲ検セシニ第3表(1)拉 二

(2)ヲ 以テセルが如キ結果ヲ得タリ。
　

第3表(1)活 性並二不活性血清二依ル

燐「ウォルフラム」酸沈澱量 ノ愛化

不活性血清二依ル分解實験

氏

㌧i

性

別

q鱒■■幽幽司騨P「繭自商圏属一 一 一』

燐 「ウ 珍〃 プ ラ ム」酸 沈 澱 量

(1ng)

▼欝q●一層P僧「響←一 「■■騨

「

活 性i不 離

年

名1齢

___L___

24
一 讐一

25

醐晶騰酬晶晶
墨
糞,

21…17 15
-

21
-

24一

一

23
-

23
-

25
-

21
-

24

_一 一 ㎝ 一 一

23ビ4一一 ●一 ■㎜欄 騨
i幽幽一一 聯

2523
き

22

30
ニ

ユ
,,

一
28125

一
24

画24
221

23i

一一 26
-

22

一 一i一 一 ・

』 一
24}18
欄一一劇隔贈欄繍i繍胴一 一 一一 25・20

離 タ

即チ活性血清 二就 キ テハ 稀繹直後 ノ沈澱量21

乃至28mg二 死 シ夫々24時 間後 二於 テ2乃 至
か

6mg、48時 間後 二於 テ4乃 至6mgノ 減少 ヲ來

セルラ認 メ致死物質分解能カ ノ存在 ヲ立読 シ得

タルニ、不活性血清二就キテハ稀繹直後 ノ沈澱

量21乃 至.25mg二 比 シ時間的二其 ノ攣i化八徳

微ニシテ夫々24時 間後蚊二48時 間後二於テ不

攣ナルカ或ハ2mg以 内ノ壇減 ヲ示セルニ過ギ

ズ。即チ血清 ノ不活性化二依 リ致死物質分解能

カ ノ消失セルラ認 メタリ.

第3表(2)活 性蛇二不活性血清二佐ル

燐「ウォルフラム」酸沈澱量ノ愛化

韮

馬

名

燐fウ 塗ル フ ラ ム」酸 沈 澱 量(mg)

1活 性{不 活 性

直後瞬 間瞬 間
}一

直後 …24時間瞬 間

■ 21 一4 一6 23iO十1

■ 25 一2 一4
一 一
23. 十11-1

■ ・ 28 一3 一4{ 25 i-2i-1
■ 24 一6

一}

…

121i十1i

l

■ 25 一5 24-1}

第 四車

上遽 ノ如キ方法ヲ以テセルニ活動性肺結核患者

斑清 ノ作用二依 リテハ時間 ノ経過 ト共 二奮 「ツ
ベルクリン」中含窒素性物質 ノ分解 ヲ來 シt從

滅

、

セ

ノ

モ

認

量

ル

確
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ヲ
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之

ル

ヲ

ハ
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ル
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ニ

ス

キ
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認
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モ
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察
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シムルガ如キ結果 ヲ得ザ リキ。而 シテ既二本研

究第2篇(2粒 二第三篇 ①二於テ報告 セルガ如 ク

斯 ノ如キ燐「ウォルフラム」酸二依ル沈澱 タルヤ

藷「ツベルクリン」含窒素性物質中主 トシテ致死

物質二由來セルモノナルハ明カナルヲ以 テ、上

蓮 ノ實験成績ハ之ヲ換言 センニ活動 性肺結核患

=者血清中致死分質分解能力 ノ存在 ヲ立謹スルニ

足ルモノナルモ、非活動性肺結核患者血清二就

キテハ之 ヲ立謹 シ得ザルモノナリト思考ス。1

舷 二血清 二依ル斯 ノ如キ致死物質分解作用 ヲ便

宜上血清LF.(岩 鶴、船富〉反鷹 ト命名 シ、其
ノ

ノ到定二當 リテハ稀繹直後 ノ沈澱量二比 シ少 ク

共48時 間後二於テ4mg以 上 ノ滅少 ヲ示 セルモ

第五 章

(1)活 動性肺結核患者血清 ノ作用二魅 リ時間 ノ

経過 ト共二rッ ベルクリン」中致死物質 ノ分解

ヲ來 シ、從 ヅテ其 ノ燐「ウォルフラムJ酸二依ル

沈澱量 ノ減少 ヲ來ス。即チ余 ノ所謂面清1.F。

反鷹i陽性ナ リ。

(2)罪 活動性肺結核患者血清 二以 キテハ斯 ノ如

ノヲ該反鷹陽性、時間的二其 ノ憂化極メテ僅微

ニシテ24時 間後拉 二48時 間後 二於 テ共二3

mg以 内ノ壇減 セルテ過ギザルモノヲ該反磨陰

極 トシ、依テ余 ノ得 タル成績 ヲ判定 センニ生艦

内結核菌毒素 ノ産生旺盛 ナラント思考 セラル・

活動性肺結核患者 え血清 二就 キテハ該反慮陽姓

ナルモ、斯 ノ如キ毒素 ノ産生 ヲ訣如セルヵ或ハ
む

ゑ

極メテ僅微 ナラント思考 セラル ・非活動性肺結

核患者 ノ血溝 二就キテハ陰性 ナリ。

即チ余 ノ所謂血清1.F.反 磨ハ肺結核患者二就

キ其 ノ活動性決定上一補助診断法タリ得ル ト共

二・併 セテ豫後判定上滲考 トナルベキ到 大ナ

ラント確信セル所 ナリ。

結 論
、

キ事實 ヲ立謹 スル ヲ得 ズ。 即チ該反鷹陰姓ナ

リ。 瓶

(3>血 清中致死物質分解能カ ト「ッベルクリンi

皮内反磨iトノ間ニハ特定 ノ關係 ヲ見出 シ難 シ。'

(4)血 清中致死物質分解能カバ血清 ノ不活性化

二依 リ完全 二漕失ス。

厭文考参

旛二第究研ルス關二解分〃二素酵ノソ鯵
凋
紛
切
喉
り
糠
醜塊吻轟撫
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「ツベ ル ク リ ン
」ノ酵 素 二依 ル分 解 二關 ズ ル研 究

第 五篇 「ツベ ル ク;}ン 」ノB.CG接 種者血清 二依 ル分解 二就 テ
海

(昭和17年10月23日 受領)

傷疲軍人大阪療養所(所長 署學博士 岩鶴龍三)

騨 士 船 富 光

(本論文ノ鮨 ハ昭和17年 用20日 大1阪騨 鯛 會二於テ輪 切.)
風 ㍉

内容目次
'第一 章 緒 論

第 二 章 實 験 方 法 並 二實 験 材 料 、

第 三章 實 験 成 績

第 一 章

A.CalmetteetC.Gu6rin(1》(2》(3}二 依 リ弱 毒 菌

株 タ ルB.C.G。 「ワ ク チ ン」 ガ 創 製 セ ラv、 其

ノ強 毒 結 核 菌 感 染 二封 ス ル 免 疫 學 的 数 果 二 關 シ

テ報 告 セ ラvテ ヨ リ、R。Wilbert鰯,R.Kra-

us{δ♪,F.Ge}lach{6}`B.Lahgeu.K.Lyditin

σ),L .Lange{8》 等 、 叉 吾 ガ國 二於 テ ハ 今 村 教 授

蚊 二 其 ノ門 下{9x嫌1× 秩 佐 藤 ㈹ 、渡 邊 鋤 、原 澤15)、

谷 澤16)、 柳 澤 働 等 幾 多 諸 家 二 依 リ諸 種 動 物 蜜 駿

ヲ以 テ 其 ノ毒 カ ノ微 弱 ナ ル 事 拉 二 冤 疫 元 性 ヲ有

ス ル 事 確 認 セ ラ ル ・二 至 レ リ。

禰 シ テ現 今B.C.G.「 ワ ク チ ン」ハ 既 二動 物 實 験

ノ域 ヲ腕 シ其 ノ免 疫 元 性 ヲ鷹 用 シ結 核 豫 防 ノ 目

的 ヲ以 テ 盛 二 人 艦 二 接 種 セ ラ レ ツ ・ ア リ斯 ノ如

キ文 献 二 關 シ テ ハ 枚 暴 二 逞 ナ キ1伏態 ナ ザ ト難 、

就 中J。Heimbeek〈i$,0..Seheel`i9},A.Calm-

ette(20),C.KereszturietW.H.Parkl2i,,J.

A.Baudoui㎡221,A.A。Raifnondiぐ23),且.Van

denBerg(24)等 、 又 吾 ガ 國 二 於 ケ ル今 村 教 授 虹

二其 ノ門 下(25x26x27x28)、 酒 井(29)、 戸 田 ㈹ 、有 思 鋤、

堂 野 前 囮 、 貝 田 ⑯ 等 ノ 詳 細 ナ ル 統 計 的 観 察 ア

リ、、何 レ モB.C.G.接 種 者 ノ封 照 者 二 比 シ結 核

罹 患 李 拉 二 死 亡 李 ノ著 シ ク低 下 セ ル ヲ立 謹 セ ル

第四章 考 察

第五章 結 論 ・

参考文獄

緒 論

ト共 二非経 口的接種 ノ経口的接種二優 レルヲ確

、
認 セル モ ノナ リ.

抑lB.C.G.接 種 二依 リテ得 ラvタ ル免疫 ノ永

久且絶封 的 二非 ヂルハ前記諸 家 ノ成績 ヲ以 テ容

易二推 察 シ得 ル所 ナル モ、B.C.G.接 種 タルヤ弱

毒 ナ リ ト難生菌感染 ニ シテ接種局所 ニー 時的且

輕度 ノ進 行姓病攣 ヲ惹起 セ シムル モ ノナルノ、、

大量 接種 二依 ル硬結拉 二膿 瘍形成更 二 「ツベル

クリン」皮 内反鷹 ノ陽性轄化等 ノ事實 二依 リ明
メ

カナル所 ニ シテ、斯 ノ如 キ生菌感染 ヲ以 テ或 ル

程 度 ノ晃疫 ア獲 生 セ シメ依 デ爾後 ノ強毒 菌感 染

ヲ輕微 ナ ラシムルモ ノナ ラン ト思考 セラル。

而 シテ又斯 ノ如 キB.C.G.接 種 二際 シー時的且

僅微 ナ リト難局所 二於 テ結核菌毒素 ノ産 出 ヲ件

フベキハ推察 二難 カラザル所 ニ シテ、弦 二余 ハ

B.C.G。 接 種者 ノ血清 中ニハ必 ズヤー一時的 ナ リ

ト難斯 ノ如 キ結核菌毒素 二封 スル分解能カ ノ存

在 ヲ立詮 ジ得 ベキ推定 ノ下 二時 間的 二其 ノ分解

能 力即 チ余 等 ノ所 謂血清LF。 反鷹 ノ郊何 ヲ追

求 スル事 トセ リ。 依 テ得 タル成績 ヲ弦 二報告 セ

ン トス。

●
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第 二 章

余等 ノ…療養所 二於 ケル看護婦生徒 中 入 所 直 後

「ツベ ル クリンi皮 内反鷹陰性(2000稀 繹 奮 砂

ベル ク リン」0.1αΩ皮内注射
、48時 間後判定)ナ

ル モ ノ18名 二B。C.G.(竹 尾 結核研究所保存)ヲ

接種、接種前後一定間隔 ノ下 二其 ノ血清 二就 キ

「ツベ ル クリン」中致死物 質分 解能 カ ヲ測 定 セ

リδ

皇Pチ接種者18名 ヲ2群 二 分 チ1・ ・皮 内、rハ

皮下 二夫 々RC.G。 縮 量0.02mgヲ2同 法 ヲ以

!第 三 章

余 ノ實験成績 ヲ簡潔 二示 サ ンが爲之 ヲ表示 ス レ

バ第1表 拉 二第2表 ノ如 シ。

健康血清即 チ「ツベル クリン」皮 内反鷹陰性者 ノ

血清r就 キテハ「ツベ ル クリン」中致死物 質分 解

實験方法拉二實験材料

テ接種、接種前1ケ 月後蚊 二6ケ 月後 ノ3回 ニ

ワタリ夫 々 ノ血清 二就 キ前2篇 同様 ノ方法(:本

研究 第3篇 蚊 二第4篇 二於 テ詳述 セル ラ以 テ治

略 ス。)ヲ以 テ「マベル ク リン」中致死物質分解倉匿

力、即 チ血清LF.反 騰1ノ如何 ヲ比較研究 セリ。

而 シテ本實験 二於 テ使均 セ シ「ツベルク リン」八

縮 テ傳染病研究所 ノ製造 ニカ ・ル 菖 「ツベル ク

リン」ナ リ鐙

〆
,9

實 験 成 績 ぴ ㌧

能カ ノ存在 ヲ立読 シ得 ザルハ、既 二本研究第3

篇 二於 テ報告 セ シ所 ナル モi更 二本第 二於 テモ

:B.C.G.接 種 ノ対 照 タル18名 ノ「ヅベル ク リン」

皮内反鷹 陰性 者血 清二就 キ接種 前 二於 テ其 ノ致

、.
;

第1表B.C.G.接 種 者血 清 二佐 ル 燐 「ウ 孝ル フ ラム」酸 沈 澱 量 ノ愛 他

年性

齢別}

B.CG.

接 種 方 法

接 種 前

r破 燐「細編 轡

内鷹 直後騰 鶴 翫 羅 礪 撫1直後撫 時識

ぎ

一 月 後1六 月 後

燐ドア=;》ガヴう云⊃』酸}燐 「ウ倉ルブラ云]酸
洲 殿量(mg):沈1殿 量(mg)
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死物質分解能カ ノ如何ヲ検 シ以下 ノ如キ成績 ヲ

得タリ。帥チ被検波稀繹直後 ノ沈澱量(本 研究

第3篇 拉二第4篇 二於テ詳述 セルラ以 テ省略

ス。)24乃至43mg二 死 シ時1間的二其 ノ礎化八

極メテ僅微ニシテ24時 間後難 二48時 間後二於

テ共二3mg以 内 ノ増減 ヲ示 セルニ過 ギズ、第
　 サ

3篇 同様斯 ノ郊 キ血清 二就 キテハ致 死物質分解

能カ ノ存在 ヲ立詮 シ得 ザル ヲ確認 セリ。齢 チ全

例 二於 テ血清1.F.反 窓 陰性 ナル ヲ認 メタリ.

次 デB.C.G。 接 種1ケ 月後 二於 テ夫 々 ノ血清 二

就キ致死物質分解能カ ノ如何 ヲ検 セシニ、皮内

接種群9名 二於テハ稀繹直後 ノ沈澱量32乃 至

39mg二 堵 シ少 ク共48時 間後二於 テ4mg 。以上

ノ減少ヲ示セルモノ5名 、時間的エ増減僅微二 ・

シテ24時 間後蚊二48時 間後二於 テ共 二3mg

以内昌過ギザノLモノ4名 ヲ得タ リc勘 チ斯 ノ如

キ成績 ヲ本研究第4篇 二於テ詳遽セシ所 ノ剣定

法 ヲ以 テセンニ皮内接種群9名 中、血清LF.反

懸陽性者5名 、陰性者4名 ヲ得 タリ。皮下接種群

9名 二於 テ毛同様s稀 繹直後 ノ沈澱量:30乃 至

'

第2表B。CG,接 種:者血 清 二佐 ル 燐 ギウ ォル フ ラ ム」酸 沈 澱 量 ノ愛 化

=
一

i

擁1『}一 副
}

381-1

}接 種 前 一 月 後 六 月 後
B.CG.

接 種 方 法

「ツ2皮

内反慮

燐撫 髭甜 鱗 被 燐「猛 毒諸 」酸
♂

燐「緬蚤磁礎

繍 後{暗晦 内鷹 鯛 時鰍講授鰍 鵬 後購 後一一
一

0.02mg皮 内 一
}一 一一 潮 デ ー

24

10 柵139i-2}一6

　 函 一__ 『
22-2に4

一 一一

一,,
+31十1

し

柵 、38i-8
一9 28i-1・ 一21

:一 …i± 34 一3ヒ3 柵i37-2 一6 34十1{

一 i_
,,1 33 一3}+3

ヨ361・
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il341-2{+3

一
… 一!

…
一,, 25 十2

i 十1
十 1321-4 ,一 ・5132;!十1

　

一 ,,i_ 31 十2 一2 冊 32 一3i-3 26 十2集 十3

一
}

"1一
1

一,,

41 十1 督 34 十1 32 0 十3

一 42
}十3
iO 砦{36 一2 23 一1 十1

一 ,,十 一 32 一3
…十3

帯{35 0 ・十2 21 0

一 0.02mg皮 下i± 33 0 0 郵39
_21_10

蟄 25 一3

十2

一4

一 港1
一"i一 ・321 一1 冊34 一 マ 一7 22 一4

一 鱒.
,,i一 聯1

一1

42{一2 一3 側30
一41
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一6 28 一1
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1
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39mg二 比 シ少 ク共48時 間後 二於テ4mg以 上

ノ減少 ヲ示セルモノ4名 、時間的二其 ノ{曾減僅

微ニシテ致死物質分解能力 ノ存在ヲ確認 シ得ザ
　

ルモ ノ5名 ヲ得 タ リ。即 チ皮下接種 群9名 中、血

清LF.反 鷹 陽性者4名1陰 性者5名 ニ シテ皮

内接種群 二於 ケル ト略 ≧同等 ノ成績 ヲ得 タ リ。

十十(11～20蹴m)
十H・(21～30mm)
冊(31mm上 以)

更 二B.C.G.接 種6ケ 月後 二於 テ夫 々 ノ血清 二

就き致死物質分解能カ ノ如何 ヲ検 シ以 下 ノ如 キ

成績 ヲ得 タ リ。分解 皮内接種 群9名 中、稀繹 直後

ノ沈澱量 二比 シ少 ク共48時 間後 二於 テ4mg以

上 ノ減少 ヲ示 セルモ ノ師 チ血清1.F.反 鷹 陽性

者1名 ニ シテ、他 ノ8名 ハ陰 性 ナ リc同 様 皮下
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接種群9名 二就 キ テモ該反鷹 陽性者2名 、陰性

者7名 ニ シテ、 雨者略 く同等 ノ成績 ヲ得 タ リ。

而 シテB.C.G.接 種 二依 ゾ「ツベル ク リン」皮内

反磨バー例(皮 内接種群中〉ヲ除 キー ケ月後 二於 §

第 四 章

上述 ノ如 キ實1瞼方法 ヲ以 テセルニB.C.Gl非 径

口的接種者18名 中、1ケ 月後 二於 テ9名 、6

ケ月後 二於 テ3名 ノ血清IF.反 鷹 陽性者 ヲ得

タ リ。 帥 チ血清 中致死物質分解能力、ノ存在 ヲ立

詮 スル ヲ得 タル ト共 二時 聞的経過 二從 ヒ斯 ノ如

キ分解能 力 ノ滅弱 乃至漕失 ヲ來 スモ ノナル事實

ヲ確認 スルヲ得 タ リ。

姉 七B.C.G.接 種 タルヤ弱毒 ナ リト難生菌感染

ニ シテ接種局所 二於 デー時的 二活動性病鍵 ヲ惹

起 セ シメ、 依 テ或 ル程度 ノ晃疫 ヲ襲生 セ シメ爾

後 ノ強毒菌 感染 ヲ輕 微 ナラ シムルモ ノ ナ ル ハ

既 二諸家 ノ齊 シク認 ム ル所 ニ シテ、B.C。G.接

種 二際 シ局所 二於 テー時的且偉微 ナ リ ト臨 結

核菌 毒素 ノ産出 ヲ俘 フハ推察 二難 カ ラザル所 ナ

リ.而 シテ斯 ノ如 キハ生艦 内 二於 テ酵素 ノ作用

二依 リ分 解塵理 セ ラル ・モ ノナルハ 自明 ノ理 二

第五章
ノ

(1)「 ツベル ク リン」皮内反窓 陰性 者18名 二B.

C.G。 ヲ接種、1ケ 月後 二於 テ9名 、6ケ 月後

二於 テ3名 ノ血清LF .反 鷹 陽姓者 ヲ得 タ リ。

郎 チ其 ノ血溝中 二致死物質分解能力 ノ存在 ヲ立

謹 スル ヲ得 タ リ。 而 シテ陽性牽 ハ皮内拉 二皮下

接種群 二於 テ共 二略 く同等 ナ リ。

(2>B.C.G.接 種 二依 リテ 得 タル血溝 中 ノ致死
㎡

～

テ縮テ陽」性轄化セルヲ認 メタルモ、陽性輔化ヲ

見ザル「丸○加○子」二於テ尚良 ク致死物質分解

能力 ノ存在 ヲ立謹 シ得 タルハ甚ダ興味アル事實

ナラント思考 ス.、

考 察

シテ、弦二余 ノ實瞼成績ハ生髄内二於ケル斯 ノ

如キ毒素 ノ産生拉二分解 ヲ立詮 スル ニ足 ル ト

共二、時間的経過二從 ヒ其 ノ分解能カ ノ滅弱乃

至清失 ヲ來 ス事實ハB.C.G.接 種二依 リテ得タ

ル免疫 ノ永久且縄封的二菲ヂル事實二封比 シ甚
＼

グ興 味 アル モノナ ラン ト思考 ス。
1

而 シテ斯 ノ如キ分解能カ ノ彊弱ガB.C.G.接 種

二依 リテ得タル免疫カ ノ彊弱 ト如何ナル關係ヲ

有スルモノナリャハ更二今後 ノ研究高待 ツベキ

モ、B℃.G.接 種 二依 リー時的ナリト錐結核菌

毒素 二封 スル防禦酵素 ノ産生 ヲ促 シ、依テ活動

性肺結核患者 二於 ケル ガ如 キ致死物質分解能

力 体 研究第4篇 参照〉ノ存在 ヲ示スモ ノナル

ハB.C.G。 接種 ノ免疫學的数果 ヲ酵素學的見地

ヨリ裏書 キスルニ足ル新事實ナルヲ首肯 シ得

くごシ
◎

結 論

物質分解能カ バ時間 ノ経過 ト共 二減弱乃至清失

ヲ來 ス。 ・

(3)斯 ～如審B.C.G.接 種 二依 リ其 ノ大多敷二

於 テハ「ツベル ク リンJ皮 内反鷹iノ強度 陽性縛化

ヲ示 スモ ノナルモ、其 ノ血 清申 ノ致死物質分解

能 カ ト「ツベ ルク リン」皮 内反鷹 トノ間 ニハ著明

ナル密接 ノ關係 ヲ見出 シ難 シ。
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第六篇 「ブ イヨ ン」ノ血清蛇 二胸水 二依 ル分解 二就 テ

(昭和17年10月23日 受領)

傷痩軍人大阪療養所(所長 署學博士 岩鶴龍三)

層 學士 船

第一章 緒 論

第ご章 豫備試験

第三章 實験券法蚊二・實験赫料

第四章 實験成績

富 光

内容 目次

第五章,考 察

第六章 結 論
～

参考女献

・ 第 一章

襲 二余 ω(2)③ハ「ツベルクリン」ノ血清蛇 二胸水

二依ル分解機轄 二就キテ研究 シ「ツベルクリン」

中含窒素性物質ハ重症肺結核患者血清蚊二陳薔

性胸水 ノ作用 二依 り分解 セラレ、從 ツテ、其 ノ

燐「ウォルフラム」酸二依ル沈澱量 ノ滅少 ヲ來ス

モノナルヲ定量的二測定 シ、更二斯 ノ如キ分解

能カ ヲ肺結核患者 ノ病型別二比較 シ活動性肺結

核患者血清 二就キテハ之 ヲ認メ得ルモ、非活動

性肺結核患者血清二就キテハ健康者血清 ト同様

二之 ヲ認 メ得ザルヲ確 メタル ト共二、健康者血

清 ト錐B.C.G.接 種9依 リー時的二斯 ノ如キ分

解能力 ヲ得ルモノナルヲ明カニセリ.

揮 ζ血清拉二胸水 ノ「ツベルクリン」中含窒素姓

緒 論 、

物質分解能力 タルヤ當該生禮内二於ケル結核菌

毒素 ノ産生 ト密接不可分 ノ關係 ニアルハ推察昌

難 カラザル所 ナルモ、 丁ツベルクリン」ハ當初
チ

ヨリ培地拉 二結核菌髄夫 自身二由來 セル幾多ノ

爽雑物、就中多量 ノ含窒素性物質 ヲ含有 シ純粋

ナル結核菌毒素二非ルヲ以 テ、上述 ノ如キ分解

能カ ヲ以 テ査二結核菌毒素分解能カ トナスハ早

計 ノ憾 ナシトセズ。

弦二於 テ斯 ノ如キ分解能カバ果 シテ結核菌毒素

二特異的ナ リヤ否ヤヲ閲明ニセント欲 シ、血清

拉二胸水 ノ「ブイヨン」二封スル分解能カニ就キ

テ研究 シ些 力得ル所 アリタルヲ以テ舷二報告セ

ント・ス癖 ぞ 驚

第二章 豫備試験

本研究第2篇 拉 二第3篇 ω④二於 テ報告 セル ガ

如 ク實験途中 二於 テ「ズル フ ォサ リチル」酸 二依

ル血清拉 二胸水 ノ除蛋 白二際 シ、 蕪 「ツベル ク

リン」中圭 トシテ皮筒物 質 二屡 スベ キ比較的分

子量 ノ大 ナル部分 モ共 二除去 セラ レ、從 ツテ其

ノ濾液 二燐 「ウ ォルフ ラム」酸 ヲ作用 セシメ生 ズ

ル沈澱 ハ比 較的分 子量 小 ナル主 トシテ致死物質

二屡 スベキモ ノナルモs更 二5%「 グ リセリン、

ブイヨ ンJ(傳 研製、以下輩 二「プィヨ ン」ト略記

ス。)二 就 キテ同様 ノ實験 ヲ反覆 セシニ、 「プィ

ヨンJ二 「ズル フtサ リチル」酸 ヲ作用 セ シメテ

生 ズル沈澱ハ極 メテ微量 ニ シテ、其 ノ含 窒素性

物質 ノ殆 ド縮 テハ燐i「ウ ォル フラム」酸 二依 リテ

初 メテ沈澱 セ ラル ・ヲ認 メタ リ。
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第三章〆

本實験 二於 テ使用 セ シ薔「ツベル ク リン」拉 二5

%「 グリセ リン、 ブイヨン」ハ継げ 健 染病研 究所 、

ノ製造 ニカ ・ル モ ノニ シテ、取 り扱 ヒタル症例

ワ ・縮 テ傷痕軍人大阪療養所 二於 ケル入所者拉:二

看護雛 徒ナリ涌 漫 鰍 二際シテノ樹 照上

同時 二採取 セル血清或 ハ胸水 ヲ二分 シk夫:々 三

蔵 キ「ツベ ル クリン」蛇 二「ブイ ヨン」中合窒素性

物質 二1封スル分解能カ ヲ比較 セ リc

賓験方法 ・・「ツベ 〉砂 リン」二就 キテ・・本研 究第

、 .第 四章 實 験 成 績

(1)健 康 者血清 ・ ゴ

健康者血瀧Pチ 「ツベル クリン波 内反慮陰性者

(2000倍 稀 鰭 「柄 ル クリン」0.1α。皮 内注射

48時 間後劃 定)血 清 ヲ「ツベル クリン4二 作用 セ

シムル モi其 ノ含窒素性物質 ノ分解 ヲ來 サ ・"ル

實験方法虹二賓験材料

第1

(1)健 康者血清二佐ル燐「ウガルフラム」酸

沈澱量 ノ墾靴

氏

名

年

齢

性

別}

夕

食
内
反
鷹

fソ ベ ル ク1
「ブ イ ヨ ン」

リ ン 」{

燐 ヂウ ォル フ ・燐 「ウ ォノレフ
ラ ム」酸 沈 澱 ラ ム」酸沈 澱

量(mg) _、 量(mg)一

鰍勝 論:直後劇 論
一 些

璽
鐙
篁
鐘
堂
璽
鐙
璽
19

塵
エ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ユ

ニ

芳

一 23 z1 22 34 32 31一 一 25 22 2313336 34
一 …

一124 26
1-

27B6
L嫡____

33

34

一
33

}

38一 ±124 、多1 26
一 一一』一一1

26,

一
30
一
30一 輔 24 24

一
34 31

一 一 22 19 19 i32 29 33一 襯 23 23
-

22

32 .29 31

一 29 32 31
一 一一　一一一一一一

20一 一
28一 30 36 33一 一 24 211 35 32

-■ ■ 随 一
{

125122 34 ,35

「ツ皮内鷹{≡ll=魏1

3篇 拉 二第4篇 α隅 二於 テ詳述 せ シヲ以 テ省略

スルモt「 ブイ ヨン」二就 キテハ之 二〇。05%ノ

割 合 ヲ以 テ石炭酸 ヲ加 ヘ タル後1其 ノ9c£ 二血

清或 ハ胸水1Qα ヲ加へ、(詳 述 ス レバ 市販 ノ翫

「ツ〈ごル ク リン」ハ其 ノ製造 雲際 シ10倍 二 濃縮

セ ラレタル モ ノナル ヲ以 テ實験 二際 シ テ ハ10

倍 稀澤後之 ヲ使用 セシモ、 「ブイヨン」二於 テハ'

原 液 ノ儘之 ヲ使 用 セリ。)全 量10傷qト ナ シ以 下

「ツベル クリンノト同様 ノ操作 ヲ以 テ濱嵯定 セ リぎ

ハ既 屯報告 体 研究第3篇 蚊 二第5篇 α,(3」)セル

所 ナル モ、 本實験 二於 テモ11名 ノ健康 者.血清

二就 キ同様 ノ實験 ヲ反覆 シ第1表(1)拉 二(2)

ヲ以 テ示 セルが如 キ結果 ヲ得 タ 鬼 .

即 チ直後 ノ沈澱 量20乃 至28mg二 死 シ時間的

表

(2)健 康者血清二佐ル燐「ウ'"フ ラh

酸沈澱量 ノ墜死

氏

名

■!23

■i25

墨匿
■i24

星置L竺 一

』_L22
■{23

ミ　 　　　　

■120

壷

fツ ベ ル ク リ ン 」

ミ

隣 「ウ ォノVプ ラ ム」酸沈

澱 量(憩9)

直後124時 間48時 間

・一2

1=i「

十2
了

⊥
一3

一「

82

ir煙 ユ=3
■ ・25レ ー3

4
範
」
蓑

3
。
露
緯

Cブ イ ヨ ン」

燐 「ウ ォノレフ ラ ム」酸沈

澱 量(忠9)

直後!24時 間i48時 口{1

-3

36
一 一一…

33
　 …一 一

34
}一 一

32

32
罰副…}〒 弊哺

29

36

34-2

33十3

-3

づ

0

3

3

十1

十2

-3

一___L__一

+31垂

35-3

一3

十1

-1

34十1

二其 ノ攣化 八極 メテ僅微 ニ シテ24時 間後蚊 二 麟

4H時 間後5於 テ何 レモ3mg以 内 ノ増減 ヲ示 セ

ルニ過 ギ ズ、 帥 チ「ヅベル クリン」中合窒素 性物

質分解能力 ノ存在 ヲ立談 スルヲ得 ザ リキc

同様 二「ブイ ヨンs二 就 キテモ第1表(1)蛇 二

(2>ヲ 以 テ示 セル が如 クr直 後 ノ沈澱量29乃
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■

至36mg二 死 シ24時 間後蚊 二48時 間後二於テ

何 レモ3mg以 内 ノ増減 ヲ示 セルニ過ギズ、

「ブイヨン」中含窒素性物質分解能力 ノ存在 ヲ立

詮 スルが如キ結果 ヲ得ザリキ.

(皿)重症肺結核患者血清拉二陳奮姓胸水

11名 ノ重症肺結核患者血清 ヲ「ツベルクリン」

二作用セシメシ所、第2表(1)鋤:二(2>ヲ 以テ

示セルが如 ク、直後 ノ沈澱量22乃 至34mg二

比 シ何 レモ時間的二沈澱量ノ減少 ヲ來 シ少 ク共

48時 間後二於 テ4mg以 上 ノ減少 ヲ示 シ「ブイ
峯

ノ

第2

(1)重 症肺結核患者血清二佐ノV燐「ウォルフラム」酸

。 沈澱量 ノ璽他

年 哩 「ツペノ㍉ク刮 げ イヨソ」

一}1搾繕 毒警語瀞

齢・ 直後騰 鴎
一3
631

4038

2725

3733

3633

3330

4339

3a

351

3sE

381

ヨン」二就 キテモ同様 二第2表(1)軌 ミ(2)ヲ

以 テ示 セル が如 ク直後 ノ沈 澱量 雛 乃至49mg

二死 シ少 ク共48時 間後 二於 テ5mg以 上 ノ減少

ヲ來 セル ラ認 メ、 斯 ノ如 キ血清 二就 キテハrツ

ベル ク リン」拉 二 「ブイ ヨン」中含窒素・陸物 1

解能カ ノ存在 ヲ立読 幾 レヲ得 タリ。 艮
セ

更 二4名 ノ陳菖性胸水 二就 キテモ第3表(1)勉

二(2)ヲ 以 テ示 セルが如 ク、 之 ヲ 「ツベル クリ

ン」二作用 セシムル涛 ハ 直後 ノ沈腿26雁

33mg二 比 シ既 二24時 間後 二於 テ4mg以 上 ノ

民

音 離 別幽幽劃
一堕Li竺 盟 」34蟄 」二変45

262545

23181634

.璽12!」 ⊥ …輩191838

-1301,,・222117381一一一;一一 一一「一一一≡一一32
i28i2841-1291"

一}22 _」 里}25137

-26113429、44

-251129'2549

表
ノ

(2)重 症 肺結核患者血清二佐ル燐「ウォル

フラム」酸沈澱量 ノ墾化

∫ヅペルぞ懸 」

脚 措 置 」麟 ウォルフラム」酸

名

i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i

擁 離 間瞬 間鰍 瞬 間瞬 間
34

34

、23

23

一22

32

「26

一29

㎝34

一墾

29

01
▲

G
》

一

一

6

0
◎一

7一5脚

5一4

　

5

4

バリ

4

一

一

軸

一

1

4

5

輔

一

一

`

一

5

」4

躰

一

{曲
「ブ イ 讐;ソ 」

1

→ 一一

燐 「ウ ォル フラ ム」酸

沈 澱 量(mg)

鰍 瞬 間瞬 間
45レ ー9
…～_一

L,5
-7

1

旨 ・1

一14

-7r

一一9

38 一5

381_2 一5

41 一8 一11

45 一。2 一6

37 一7

44 一9

41 ㌦一5

49 ,一41

第3
ぱ

(1)陳 薄煙胸水二佐ル燐rウ ゆルフラム」酸

沈澱量 ノ獲化

辱氏

名

年II
III
性{ザ ツベ ノ胎 」F

隣rウ;《7ラ …
;ラ ム」酸沈 澱

量(r姶9)朋……隔{}刷

「プ ィ ヨ ン」

燐 「ウ 才ル フ
ラ ム」酸 沈 澱

量(mg)
き

1樽 別鰍 劇論
一… 一

直後晶 晶

==蒙 尊墨{釜{暑
■ 降F姜i暑i釜

49_37:
　 　へ やお毒}尋i主

表 糞

(2う 疎薄性胸水二佐ル燐rウ 倉ルフ
、 ラム」酸沈澱量 ノ璽化

ノ一

馬

名

「ツ ベ ル 〃 リ ン」

、

「ブ イ ヨ ン」

燐「ウォルフラム」酸
沈澱量価9)

燐 「ウ ォル フ ラ ム」酸

沈 澱 量(mg)

醐24魍 瞬 間直後24時 麟 繭
■ 30 一8 491-12

■ 33 一7
脳
一5

一10 43F8 一12

■ 31
…

341一5i

■ 26 一4 42[一11{
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ド駕

減少 ヲ來 セル ラ認 メ・ 「一A'j1ヨン」二作用 セシム

ル時 モ同様 二既 二24時 間後 二於 テ5mg以 上 ノ
ぷ

減少 ヲ來 セルラ認 メタ リ。帥 チ斯 ノ如 キ胸水 二

就キテモ前者 同様 「ツベル クリン」拉 二 「プィ ヨ

ン」中合 窒素性物 質分解能カ ノ存在 ヲ,立謹 スル

ヲ得タ リ。.

価)B.C.G.接 種 者血清

健康者郎 チ「ツベル ク リン」皮内反鷹 陰性者血清

二就 キテハ「ツベル ク リン」中含 窒素性物質分解

能カ ノ存在 ヲ立xル ヲ得 ザル モ、B.C.G.接

種 二依 リー一時的 ナ リト難 斯 ノ如 キ分解能カ ノ賦
ノノ

翼竜ラル ・モ ノナルハ本研 究第5篇(3)二 於 テ報

告セル所 ニ シテ、 本質験 二於 テモB.C.G.接 種

後1ケ 月 ヲ経過 セル モ ノ8名 ノ血清 二就 キ 「ツ

ベル クリン」拉 二 「ブイヨ ン」中含窒素性物質分

解能カ ノ有無 ヲ検 シ第4表(1)拉 二(2>ヲ 以 テ

、
第4

(1)BC.G.接 種 者血 清 二依 ル燐 ヂウ ヤル フ ラ ム」酸

・ 沈 澱 量 ノ憂 牝

馬

名

年性

齢別

～
皮
内
反
応

{「 ツ ベ ル 〃
「ブ イ ヨ ン』

一 一{一r一 … 而__壷

燐 「ウ 才ル フ
ラ ム」酸沈 澱

量(】mg)
細一 一 雨…艀{

酬晶晶

リ ン」
{一 一 一 網　 {由 一r}

戦 巌騒
量(mg)

直後晶 隔
一 ほ9女1十 十33`2927し3938へ 　　ま　へへ　 　 へ 　 　 　

一i16コ ー21.20十172522

-16"}卦'2419}認28

■iii巨 ラτi王2?2629「36(39

:亘唾=醜 三更五重:更更
一17,,一29!2935

昌=i奮;著i事翻=嘉}薯1一

42

奮

一28

一39

}25

37

　
33

【38

・ ・一 瞬 灘
)

、 第五章

上述 ノ實験成績 二依 リ重症肺結核患者血清 三蔵
な

キテハ其 ノ「ツベルクリン」沖合窒素性物質分解

能カ ノ存在 ヲ立詮 シ得ル ト共二、「ブイヨン」中

合窒素性物質分解能カ ノ存在 ヲモ同時二立詮 シ

示 セル が如 キ結果 ヲ得 タ リc

即 チ「ツベル クリン」二就 キテハ直後 ノ沈1殿量 二

.比 シ少 ク1共48時 間後 二於 テ4mg堤 上 ノ減少 ヲ

示 セルモ ノ3名r沈 澱量 ノ璽化僅微 ニ シテ24

時 間後拉:二48時 間 後共 二3mg以 内 ノi曾減 ヲ示

セルニ過 ギザル モ ノ5名 ヲ 得 タ リ0即 チ「ツベ

ル クサン」中 合 窒素性物質分解能力 ノ存布 ヲ立

読 シ得 タルモ ノ3名 、立談 シ得 ザルモ ノ5名 ヲ

得 タ リ。

然 ルニ「ブイ ヨン」二就 キテハ全例 二於 テ沈澱量

ノ著 シキ減少 ヲ認 ムル ヲ得 ズr何 レモ24時 間 .

後 蚊 二48時 間 後 二於 テ3m馬 以内 ノ増減 ヲ示 竺

ルニ過 ギズ「ブイ ヨ)^」中含窒素性 物質分 解能力

ノ存在 ヲ立読 スル ヲ得 ザ リキc即 チB.C.G.接

種 者血清 二就 キ テハ雨分解能カ ノ蛇行 セザル ヲ

認 メタ リ。

表
な

(2)B.C.G.接 種 者 血 清 二佐 ル燐 「ウォ

ノVプ ラ ム」酸 沈 澱 量 ノ墾艶'化

民

名

編

「ツベル列 ン弓 「プ 佃 ン」
匡

沈澱量(脇9)

「燐 「ウ
ォル フ ラ ム」酸 燐 「ウ 才ル フ ラ ム」酸1

沈 澱:量(mg)

直後瞬 間瞬 間直後124時間嚇 間
-133… 一4 一6 39-4

…

`十3

■}211-1 一4 25-3 半3

■i24一5 羽 ・o{o

■ 27{一1
{

十2 36i+3i+3
■一} 22一 ・1

而騨 一

一1
～一

28}一3 ト3
■ 29、 0 i十2

■
…

27 曳 0

35i
_,__一{用

321＼i+1

■ 301 十3, 35{「 　軍3
一 }一

、

考 察/

得 ルモ ノナル二皮 シ、健康者血清 二就 キテハ爾

者共 二之 ヲ立読 スル ヲ得 ザル ヲ認 メタ リ0更 二

B.C。G.接 種 者血清 二就 キ テハ 一時的 ナ リ ト難

前者 ノ存在ハ之 ヲ立読 シ得 ル モ後者 ノ存在 ハ之

ま

㌔

＼

鐸
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ヲ立謹 シ得 ヂルガ如キ結果 ヲ得 タリ。

抑 々生髄内二於テ産生 セラレツ・アル結核菌毒

素 タルヤ必ズシモ純梓ナルモノニ非ズシテ、組

織破壌産物拉二菌禮夫自身二由來 セル幾多 ノ圭

トシテ含窒素性物質二屡 スベキ爽雑物 ヲ含有 セ

ルモノナルハ推察二難 カラザル所ニシテ、從 ツ

テ結核菌毒素 ノ産生 ヲ俘ヘルガ如キ生燈内二於

テハ必ズヤ結核菌毒素夫自身二i封スル分解酵素

ノ存在セル ト共へ 之等爽雑物 二封 スル分解酵

素 ノ存在セルモノナラント思考セラル。

翻 リテ菖「ツベルクリンJ中含窒素性物質 二就キ

テ之ヲ見ルニ亦必ぢシモ純梓 ナル結核菌毒素二

非 ズシテ、當初 ヨリ培地拉二菌艦自身二由來 セ

ル幾多 ノ含窒素 性爽雑物 ヲ含有 セル モ ノニ シ

テ・斯 イ如キハズ必シモ生罷内結核菌毒素 ト同

一 ノモノニ非ザルハ明カナル所ナルモ
、他 ノ精

製「ツベル クリン」二比 シ生物學的二自然 ノ歌態

ユ近似 ノモノナラント思考 セラル。

而 シテ余 ノ得 タル實験成績 ヲ以テセンニ結核菌 ・

毒素 ノ産生拉二組織破壊作用 ノ旺盛ナル重症肺

結核患者血瀞 ・「ヅベル クリン」蚊二「プ佃 ン」

中含窒素性物質 ノ分解ヲ容易二登揮スルモ、之

二反 シー時的ニハ結核菌毒素 ノ産生 ヲ來 セ共
、

而 モ組織 ノ破壊 ヲ俘ハザルヲ特徴5ス ルB.C.

G♂二依 リテ免疫セラレタル所謂B.C.G.接 種者

血清ハ「ツベルクリン沖 含窒素性物質 ノ分解ヲ

來スモ、「ブイヨン」申含窒素性物質 ノ分解ヲ來
＼

サ・"ルモノナラント思考 セラル。

從ツテ血清 ノ「ブイヨン」申含窒素性物質分解能

カ ト生盟内組織破壌産物分解能カ トハ密接不可

分 ノ蘭係ニアリト謂 フヲ得ベ シ。

第六章 結 論

(1)健 康者血清二就キテハ「ヅベルクリン」蛇 二
「ブイヨン」中含窒素性物質分解能カ ノ存在ヲ立

詮スル ヲ得ズ。

(2)重 症肺結核患者血清拉 二陳菖性胸水二就キ

テハ爾者二封スル分解能カ ノ存在 ヲ立謹 スルヲ

得タリ,。

(3)B・C・G・ 接種者血清二就 キテハー時的弄前

者 二封 スル分解能カ ノ存在 ヲ立詮 シ得ルモ、後

者 二封 スル分 解能 カバ之 ヲ立謹 スル ヲ得ズ。一

(4>血 清 蚊 二胸水 二依ル「プィヨ ンJ中含窒素性

物 質分 解能カ ト生禮 内組熾 破壊 産物分解能カ ト

ハ密接不 可分 ノ關係 ヲ有 スル モ ノナル疋 シ
.

欄筆二臨 ミ絡始御懇篤ナル御指導御鞭撞ヲ賜 リタ〃

所長岩鶴博士、 御校闊 ノ勢ヲ賜 リタル 阪大今村敬授

鍾二 「プィ9Yiヲ 頒 セラレタ・購 研母谷川敏授二

封 シ深甚ナル謝意 ヲ表ス.
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